
これまで本市は、効率的な運営を目指した様々な改革に取り組んでき

ましたが、現下の社会・経済状況や国・県の制度改正などにより財政状

況は悪化しています。本年4月にスタートした第2次実施計画期間（平成

15年度から19 年度）に200 億円を超える財源不足に陥ることが判明しま

した。今後とも安定・継続的な行財政運営を進めていくためには、財源

不足を解消し 、構造的な転換を図っていかなければなりません。

今号では、行財政改革専門家会議からの提言および市の行財政改革

（案）を公表し、市民の皆さんからご 意見をいただき、最終的な内容に

していきたいと考えます。今を行財政改革のターニング・ポイントとし

て位置付け、積極的に取り組んでいきますので、皆さんのご理解とご協

力をお願いします。

団財務本部企画管理室S366-7315

危機回避に向けた

＜現状＞
本市の財政状況は、歳入の半分以上を占めている市税収入が平成9年度をピークに減少

し 、今後とも同様の傾向が続くことが予想されています。具体的には、平成9年度の市税

収入約ﾜ05 億円を100 ％とした場合､平成 膕年度には55 億円減少し 、650ｲ意円で92 ％まで

落ち込んでいます。また、国庫補助負担金の廃止・縮減、税源移譲、地方交付税制度の

見直しのいわゆる国の「三位一体の改革」や県の行財政改革への取り組みにより、本市

を取り巻く環境はますます厳しさを増しています。

＜危機回避に向けた方策＞
今後4 年間の財源不足を解消するために、まず 「短期的な改革」に取り組みます。併せ

て同時並行で構造的な転換を図るために、「中・長期的な改革」に取り組みます。

そのために､「行財政改革専門家会議」を設置し､ 新たな行財政運営を目指すために本市の

問題・課題についての審議をいただきました。また､庁内に「行財政改革推進本部」を組織

し 、行財政改革専門家会議の意見・提言を踏まえ、改革に向けての方策を検討しています。

”行財政改革(案)”を策定しました
行財政改革専門家会議(提言の概要)
本年6月に設置し､以後6回に

わたる審議をいただき、この状

況を打破するために｢ 行政が自

ら率先して転換するために必要

なことJについての提言をいた

だきました。

その概要をお知らせします。

詳細は行政資料センター・ホ

ームページ( アドレスはページ

右上を参照) で閲覧できます。

11月10 日､ 市長に提言がありました

松戸市の転換に向けて～市役所の自己変革～

＜行財政改革専門家会議委員＞

委員長‥･古川俊一（筑波大学社会工学系教授）・副委員長…金子弘道（郎日

本経済研究センター研究委員）・委員…土屋晴行（公認会計士・不動産鑑

定士・中小企業診断士）・松崎慈恵［流通経済大学経済学部飃］教授）・水田

健輔（腱社会経済生産性本部主任研究員）・吉武博通（前新日本製鑷㈱光

製鑷所総務部長・筑波大学企画調査室）［敬称略］

１　提言の背景

①新たな行政運営の潮流

地方分権の推進に伴い、機関委任事務が廃止されるなど 、国と地方の関

係が「上下・主従」から「対等・平等」なものになった。また、「三位一体

の改革」が推進されると共に、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針

2003 」の中で、「官から民へ」、「国から地方へ」の考え方の下、地方の権

限と責任を大幅に拡大し 、国と地方の明確な役割分担に基づいた自主 一白

立の地域社会からなる地方分権型の新しい行政システムを構築してい＜必

要があるとしている。これらに対応すべく、各地方自治体においては 、評

価システムやニュー・パブリック・マネジメント（注）などの手法の導入

を図リ、行政運営の転換を模索している。

（注）【ニュー・パブリック・マネジメント】…民間企業で活用されている経

営理念や手法を､可能な限り公的部門へ適用することにより、マネジメ

ント（経営管理）の革新を図ろうとする新しい公共経営の総称

②地方自治体のおかれている状況

これまでの地方自治体は、戦後の急激な経済成長により、本来行政以夕卜

でも対応可能な領域まで守備範囲を拡大したため、住民の行政依存が高ま

ってしまったことも否めない。

現在、税収が漸減している一方、少子・高齢化の影響により福祉など社

会保障関連への需要が増大している。これに対応するため、投資的経費を

大幅に削減している状況にある。

また、事業の方針や効率性などに対する不満も根強いことから 、透明性

が高＜、柔軟で自立的な行政運営への転換を求められている。

③松戸市政の努力

松戸市は、より効率的・効果的な経営主体となるために、早くから経営

改革に向けて積極的な推進を図り、より住民にわかりやすい行政運営に向

けて先駆的な取り組みを行っている。

また、市政全体としては、長期的にはまだ予断を許さない状況ではある

が、近年各種の財政指数に改善の兆しが見えている。

２　転 換 に 向 け た 「3 つ の 方 策 」

今後 求 め ら れる 地方 自 治 体 は 、柔 軟で 自立 的な 組 織 に転 換を 図 リ 、さ ら に 、住 民 へ 行 政 情

報 を 積 極 的 に 開 示 ・ 説明 するこ と に よ り 透明 性 を 高 め 、住 民 が 関 与し や すい 環 境 を 整 備し て

い くこ と が 必要 で ある 。 そ の 結果 、住民 の満 足 度 や 行政 の 信頼 度も 高 まっ て いく と 思 わ れる 。

そ の た め には 、行 政 が 白ら 率 先し て 転 換 する 姿 勢 を示 す 必 要 があ る 。 そ の た め の3 つ の方

策 を 提 言 する 。

圉 効率 的 な 市役 所 へ の変 革

ま ず 、行 政 活 動を 「効 率 的 か つ 効果 的 な も の 」 に 転 換 す べき で ある 。 行政 活 動 の 原 理 ・原

則 に基 づ き 、す べて の事 業 を 総 点検 し 、今 一 度 見直 し を図 リ 、継 続的 な 改 善 ・改 革 活動 を 実

施 すべ き であ る 。

（2）経営 シ ステ ム の確 立 と持 続

「効 率的 な 市 役 所 への 変 革」 を 支 える ため の 「新 し い 経営 シ ス テ ムを 確 立 」 す べき であ る 。

分 散し て い る 機 能 を 全 体 のＰＤＣＡ （注） で 管 理し 、改 善 ・改革 を繰 り 返し な 力゙ ら 、最 適な も

のを 目 指し て 継 続 的 に取 り 組 むこ と が重 要で あ る 。

（注）【ＰＤＣＡ】…Plan （立 案 ・計 画 ）、Ｄｏ（実 施 ）、Check  (検 証 ・評 価 ）、Action  (改 善 ・ 見 直

い の 頭文 字 を取 っ たも の （行政 政 策 や 企 業 の 事業 評 価 に当 たっ て 計画 か ら見 直 し ま で

を一 環 し て行 い 、 さ ら にそ れを 次 の計 画 ・ 事 業 に生 か して い く サイ クル ）

（3）住民 が 関 与 する まちづ く り

市役 所 内 部 の変 革 に 合 わ せ､ 住民 と の 新 たな 関ｲ系を 構 築 する 必要 が ある 。そ の た めに は 、従

来 にも 増し て 情報 を 積 極的 に 公 開し､ 透明 性 を 高 める こ と に よ リ バ主民 が 関 与 する こ と が可 能

な 状 況 を 整備 し､そ の 上 で､ 新 たな 住 民 と 行政 の パ ート ナ ー シ ップ を 構 築し て いく べき であ る 。

〈３つの方策を含む戦略の模式図〉

｢新たな行政運営｣

市民 ・議会

業艨渟定

行政の有効性の向上 行政の効率性の向上

住民の満足度の向上

行政の透明性の向上

行政の信頼度の向上

３　実現にあたっての留意事項

行政自らが積極的に自己改革に取り組むためには、強力なりーダーシッブによるトップダ

ウンと 、それを支える職員一人ひとりの意識改革がなければ実現することはできない。また、

自らが積極的に改革しようとする火種をより強固なものにするためには、継続的に取り組む

「運動」とし推進していくべきである。今後 、新しいパートナーシップを構築し 、開かれた地

方自治体として、新しい地方自治の確立に向けて改革を推進すべきである。

成果

目標

住民が関与するまちづくり経営システムの確立と持続効率的な市役所への変革

改善・改革目標設定

資源配分

政策・事業の実施

滋明･相談

協議

報告

評価
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3 つの方策

方　　策 考え方 形 成目 標 額

事業の再構築
事 業 の 効 率 性 ・効 果 、実 施 時 期

な ど の 再 検 討
約111 億 円
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行財政改革専門家会議（提言）「今後取り組むべきもの」

方策 基本的な方向 検討項目
効

率

的

な
市

役

所

へ

の

変

革

市役所の役割の明確ｲ[1 行政の役割の再設定（守備範囲の段階的な見直Ｕ

コストを意識した行財政運営

サービスの擺点化・適正化

ペンチマーク（注1）を活用したコストの適正化

行政サービスの民間市場への開放

アウトソーシング（注2）などによる行政のスリム化

受益と負担の明確化

受益と負担の明確イレ 適正化

収納率の向上

資産の有効利用と売却の推進
経
営
シ
ス
テ

ム
の
箜

立と

持
続

経 営 シ ス テ ム の 確 立

の 計 画を 成 果 指 向 に 転 換

②柔 軟な 予 算 制 度 の 構 築

③ 機 能 的な 組 織 の 構 築

図 青報 の 集 約 と ＩＴ 技 術 の 活 用

トソプダウン、ボトムアップの提案の仕組み

総合計画をはじめ、各種計画を成果指向に転換
財 源 状 況 に 応じ た 事 業 の 優 先 順 位化 、成 果 重 視 の 予 算 編 成

機能的な組織への再構築

経営情報の一元化・共有化
組 織 体 質 と 人 材 の 強 化

①組 織 体 質 の 転 換

②人 材 の 強 化

学習する体質・風土への転換

能 力 を引 き出 す 制度 の 導 入( ポ スト の 公 募､ プ ロジ ェ ク ト へ の 選任)

住
民
が
関

与
す
る
ま
ち

づ
く
り

住民への積極的な情報公開
インターネットなど匚よる情報の積極的な提供

住民との議論の場の確立

住民への迅速な対応

住 民 の 声 に 対 応 す る 仕 組 み の充 実 ・強 化( 苦 情 窓 口 の 一 本 化､ 情

晉 匕)

対応手続きや対応時圖の標準化

住民の関与する機会の確立

パ ブ 屮 ソク ・コ メ ン ト （注3 ハ パブ ナ ソク ・ イン ボ ルブ メ ン ト

（注4 ） の 導 入

補助金等の第三者機関による審査

（注1）【ベンチマーク】…比較検討するための指標

（注2）【アウトソーシング】…事業や業務の一部を外部機関に

任せる委託・外注を行うこと

（注3）1パブリック・コメントJ …施策立案過程において、検

討段階の案を公表して広く意見を求めたうえで､それら

の意見を参考に意思決定を行っていく制度

（注4）【パブリック・インボルブメント】…施策立案過程の当

初の段階で､広く意見を募る時間を確保し、寄せられた

意見の調査・分析を踏まえて.施策案の検討を進める制

度

今回の行財政改革（案）に対するご意見・お気づきの点があ

りよしたら12 月10 日㈲までに、郵便、ホームページのフォー

ムまたはe-mail でお送りください。形式は自由です。

お送りいただいた内容は､検討資料とさせていただきますが、

個々にはお笞えいたし ません。なお、氏名は伏せますが、内容

については公表する場合がありますので、あらかじめご了承＜

ださい。

〒2「ｱ1 -8588　 松戸市役所財務本部企画管理室

Smczaikikak 凵@city.  matsudo.chiba.jp

獨財務本部企画管理室≪366 ―ﾜ315

あ
な
た
の
健
康

お
子
さ
ん
の
熱
の
お
話

夜
間

な
ど
に
、「
熱
が
高

い
の
で
す

が
、

ど
う

し
た

ら
よ

い
で
す

か
」
と

い
っ
た
電
話
を

よ
く
頂
き
ま
す

。
お

母
さ

ん
に
と

っ
て
、
子

ど
も

の
発
熱

は
、

大
き
な
関

心
事
で
す
ね

。
今
回

は
、
こ

の
発
熱

に
つ

い
て
、

ど
ん
な

時
に

注
意
し
た

ら
よ

い
の
か
、
逆
に
、

ど

ん
な
時
は
心

配
な

い
の
か
を
中

心

に
お
話
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

ま

ず
、
何
度

以
上
を
発
熱

と

い
う

の
で
し

ょ
う

か
？
二

般
に
我
々

は
、

三
十

七

・
五
度

を
大
き
な
目

安
に
し

て

い
ま
す

。
予
防
接

種
で
も
三

十
七

・
五

度
以
ヒ

の
場
合
は
、

一
般
に
接

捶
を
し

ま
せ

ん
。

さ
て
、
こ
こ

で
強
調
し

た

い
こ
と

が
あ
り
ま
す

。
三

十
七

・
五

度
以
上

の
熱

の
場
合

、
そ
の
高

さ
よ
り
、
機

嫌

や
、
食
欲

、
飲
み

の
程

度
が
大
切

で
あ
る
と

い
う

こ
と
で
す

。
お
母

さ

ん
は
、「
川

十
度
を
超
え

て
い
る
の
で

す

が
、
頭
は

大
丈
夫
で
し

ょ
う

か
？
」

等

と
心
配
し

た
り
、
熱

の
経
過
を

一

時
間

刻
み
で

、
事
細

か
に
記

載
し
て

く

る
お
母

さ
ん
も

い
ら

っ
し

や
い
ま

す

。
し
か
し

、
熱

が
高
く

て
、
脳

が

や
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と

は
、
ま
ず

あ

り

ま
せ
ん

。

ま
た
、
熱

の
経
過
表

は
確
か
に
有

用

で
す

が
、

一
日

に
大
ま

か
に
朝
、

昼

、
夕
方

の
三

回
計

っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
十
分

で
す

。
熱

の
高
さ
だ
け

に
、
目
を
と

ら
わ
れ

る
こ
と

な
く
、

お
子

さ
ん

の
元

気
さ
や
、
何

よ
り
も
、

飲

み
水

が
し

っ
か
り
と

れ
て

い
る
か

に
着
目
し

て
く
だ
さ

い
。
飲
み

が
良

く

、
あ

る
い
は
、
少
し
飲

み

が
落

ち

て

い
て
も

、
ミ
ル

ク
や
水

分
を
欲
し

が
り

、

お
し

っ
こ

が
出

て

い
れ

ば
、

あ
ま
り
心

配
し

な
く

て
も
よ

い
と

考

え

て
く
だ

さ
い
。

次
に
、
年

齢
と
発
熱

の
関
係

が
重

311

要

で

す

。

た

と

え

ば

、

生

後

六

ヵ

月

を

過

ぎ

て

い

れ

ば

、
た

だ

の

発

熱

で

、

機

嫌

も

よ

く

、

飲

み

も

よ

け

れ

ば
心

配

あ

り

ま

せ

ん

。

生

後

一
ヵ

月

の
場

合

は

、

発

熱

そ

の

も

の

が

、

緊

急

事

態

で

す

。

生

後

二

ヵ

月

か

ら

五

ヵ

月

の
場

合

も

あ

ま

り

発

熟

し

ま

せ

ん

か

ら

、

か

か

り

つ

け

の
先

生

に

必

ず

相

談

し

て

く

だ

さ

い
。

最

後

に

熱

の

経

過

表

の

お

話

を

し

ま

し

ょ

う

。
前

に

も

書

き

ま

し

た

が

、

熱

の

経

過

を

一

日

の
中

で

、

三

回

ほ

ど

を
目

安

に

記

録

し

て

お

く

こ

と

は

、

大

変

有

用

な
方

法

で

す

。
一

般

的

に

、

熱

が
三

囗

続

く

こ

と

は

、

風

邪

の

場

合

よ

く

あ

る

こ

と

で

す

（
熱

が
三

日

続

く

と

は

、

一

日

の
最

高

の
体

温

が

三

十

七

・
五

度

以

上

で

、

そ

れ

が
三

日

続
く

と

い
う

こ

と

で

す

）
。
し

か

し

、

熱

が
四

口

以

上

続

く

時

、

我

々

は

少

し

注

意

し

て

、

お

子

さ

ん

を

診

て

い

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。
気

管

支

炎

や

、

肺

炎

な

ど

が

発

症

し

て

く

る
可

能

性

が

あ

る

か
ら

で

す

。

熱

は

、

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

で

何

度

上

が

っ

た

か

が

問

題

で

は

な

く

、

多

く

の
場

合

、

熱

の

継

続

す

る

期

間

が

問

題

に

な

る
場

合

が

多

い

の
で

す

。

熱

が

ま

る

三

口

を

過

ぎ

て

も

、

継

続

し

て

い

る

場

合

は

、

ぜ

ひ

か

か
り

つ

け

の
医

師

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

行
財
政
改
革
（
案
）
の
基
本
的
な
考
え
方

（
松

戸

市

医

師

会

）

市民の皆さんからのご意見を募集します

財
源
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
「
短
期
的
な
改
革
」（
骨
子

）

主
な
実
施
項
目



市長室・発

晩秋の戸定の丘で

二

郎
園

芸
学

部
助

教
授
、

松

戸

ま
ち

づ
く
り

交

流
室
テ

ン

ト

小
屋

で
活
動

さ

れ
て

い
る

高
橋
盛

男
氏

、
同

学
部
Ｏ

Ｂ

で
市
政

協
力
委

員

の
石
井

賢

二

氏
、

同
学

部
学

生
、
戸

定

歴

史
館

学
芸
員

。

席

上

、
「
子

ど

も

た

ち

が

こ

こ
で

自
然

や
生

物
と
触

れ

合

い
、

思

い
出
と

な
る
場

を

提
供
し

た

い
」
、
「
大

学
を

多

く

の
人

的
資
源

の

情
報
発

信

の
場
と

し

て
利
用

し
た

い
」
、

木

々

の

葉

も

色

づ

き

始

め

た

1
1
1
1

月

２

日

、

千

葉

大

学

園

芸

学

部

の

戸

定

祭

で

開

催

さ

れ

た

。

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
再

発

見

・
忘

れ

ら

れ

た

戸

定

の

丘

上

尸
定

の

歴

史

・
文

化

・
緑

の

価

値

」

の

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

に

出

席
し
ま

し
た

。

こ

れ
は

、
園
芸

学

部

・
市

民

団
体

・
市

の
三
者

協
働

に
よ
り

、

こ

れ
か
ら

の
戸

定
を

考
え

よ
う

と

企
画

さ
れ
た

も
の

で
す

。
当

日

の

パ
ネ

ラ

ー
は
私

の
ほ
か

、

天

野
洋
園

芸
学

部
長

、
藤
井

英

「
街
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

も
、
こ
の
エ
リ
ア
は
人
気
が
高

い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
こ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
が
有
す
る
貴
重
な
緑

と
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
再

認
識
す
る
と
共
に
、
新
た
な
街

お
こ
し
の
ス
タ
ー
ト
を
予
感
し

ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
に
同
学
部
は
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
集
会

を
契
機
に
市
民
・
行
政
・
学
生

を
含
め
た
大
学
の
三
者
で
、
戸

定
の
魅
力
を
今
に
生
か
す
大
き

な
夢
を
共
有
し
、
こ
の
大
き
な

節
目
に
向
か
っ
て
、
実
践
的
な

取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

１９一
月

定

例

市

議

会

に

、
「
ま

つ

ど

市

民

活

動

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

の

運

営

・
機

能

に

関

す

る

条

例

案

」
を

上

程

い

た

し

ま

す

。

去

る
1
0
月
2
6
囗

、

松

戸

市

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ
検

討

委

員

会

か

ら

の

最

終

提

言

を

受

け

、

来

年

４

月

か

ら

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

を

本

格

的

に

運

営

す

る

た

め

の

条

例

で

す

。

ま

た

、
平

成
1
7
年

度

施

行

を

念
頭

に

、

新

し

い
時

代

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

構

築

に

向

け

た

制

度

や

仕

組

み

を

つ

く

る

た

め

の

「
（
仮

称

）

松

戸

巾

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ
条

例

」

の

制

定

の

検

討

に

も

着

手

い

た

し

ま

す

。

策

定

に

当

た

っ

て

は

、

市

民

の

皆

さ

ん

と

共

に

取

り

組

ん

で

参

り

た

い
と
考

え

て

お

り

ま

す

。

市民の 皆さ んの声 を直接 お聞き する ため 、

市長専用 のファク スと 、市長 室直 通のメ ール

ボック スを設置し てい ます。

市政に 関し て感じ ているこ とや 建設的なご

意見をお 寄せく ださ い( で きれば 、連絡先電

話番号を お書き添えく ださ い)。

フ ァク ス366-2301

メールアドレス

mcmayor@city.matsudo.chiﾋ5a.jp

錦
秋
や胸

躍
ら
せ
る

学
園
祭

リサイクル率が向上
１人当たりのごみ排出量は減少しています

平成13 年度から始まった8分別収集は 囗頤調に定着しています。その結果、平成13 り4 年

度と2年連続してリサイクル率は［古］上し､ 市民一人当たりのごみ排出量も下表のとおリ減少し

ました。

なお、市では、ごみの減量・リサイクルを推進して、市内で発生する一般廃棄物の最終処

分量削減に努めています。環境への負荷がより小さい「資源循環型社会」を目指すため、引

き続き市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

圖環境計画課管理係Q366-7331

平 成12 年 度 平 成13 年 度 平 成14 年 度

人口 菊 ∠圉 ∠口人 46ﾜ,19ﾜ 人 4ﾜ0,ﾜ59 人

世帯 182,ﾜ03 世 帯 185,ﾜ 回 世 帯 189,159 世帯

総ご み 量 154,988 t 153,9ﾜ9t 155,1301

前年比 3.52% ▲0.6596 0.ﾜ5％

原単位 913 石口 903.0 g 902.8 g

前年比 ３ﾜ6％ ▲1.1596 ▲0.02％

※人口・世帯は各年10 月１日現在

※原単位＝市民一人が一日当たりに排

出するごみ量〔総ごみ量÷人口÷365

日(366 日)〕

平成12年度 平成13年度 平成14年度

プ ラ ス チ ッ ク 類

固形燃料 6,30∠It Ot Ot
リ サ イ ク ル する ブ ラ

ス チ ッ ク
１８ｔ 6,028 t ﾜ,6∠15t

資 源 ご み （ビ ン ・缶 ・金 属 ・紙 等 ） 14,5521 スツ93t 1∠t,∠1661

ペットボトル Ot 108 t 3141

焼却灰（エコセメント） 30n 1,3691 2,290 t

有害ごみ 94t 95t 132 t

集団回収 25,401 t 25,9261 26,3∠10t

リサイクル量の合計（Ａ） ∠16,670 t ∠18,3191 51,18ﾜｔ

総ごみ量（Ｂ）

※公共回収十集団回収
180,389 t 1ﾜ9,9051 181,7031

リ サ イ ク ル 亜 （Ａ÷ Ｂｘ ｍ ｏ％ ） 25.87% 26.86％ 28.1ﾜ％

表3　ごみ処理費用の推移

‾‾ぺ~ ぺ 平成12年度 平成13 年度 平成糒年度

ごみ処理費用 ﾜ9億8,480万円 ﾜ4億5,906万円 74ｲ意ﾜ,285万円

トン当たり費用 引,引9 円 ∠旧/1∠↓2円 48,099円

一世帯当たり費用 ∠↓3,ﾜ4ﾜ円 40,163円 39,506円

一人当たり費用 ス ツ8円 15,966円 15,8ﾜ4円

内容市内で見られる水辺や林・公園・庭先等の野鳥を題

材にしたカラー 一白黒のキャビネ以上 、四つ切りまでの写

真で未発表作品（デジタルカメラで撮影したものおよび巣

の近くの写真は不可・人為的に飼育されているものを除＜）

※松戸市内での撮影とします。

※入賞作品は返却しません。

※入賞作品の版権は主催者に帰属します。

圃12 月１日（月）～26 日脂〔必着〕までに、応募用紙（市役所・各支所・拊まつど街と水辺

刀緑化基金で配布）を作品の裏に張り、直接または郵送で、〒270-2252 松戸市千駄堀

7∠旧　拊まつど街と水辺の緑化基金(R345 ―9846) へ

市立松戸高等学校では、転入生を受け入れるための試験を行います。

募集人員普通科1年生1人 、2年生2人 、国際人文科1年生1人、2年生1人　応募資格

保護者の転勤等に伴う転居により 、在籍校に通学できない生徒等　受付期間12 月11 日

團～17 囗伽〔土・日曜日を除＜〕 試験日12 月19 日銜

※必要書類がありますので、早めにお圈い合わせください。

固市立松戸高等学校O385-3201

税務署の駐車場が使用できません

○松戸税務署では、確定申告会場用のプレハブを設

置するため、12月１囗(月)から来年4月下旬まで駐車場

が使用できません。ご来署の際は、電車またはバス

のご利用をお願いします。

申告所得税第2 期分の納期限は、12 月1日(月)です

○お手元の納付書でお忘れな＜納税してください。

○口座振替を利用している人は 、預貯金の残高の確

認をお願いします。

忘れていませんか？消費税の納税

○消費税および地方消費税は、消費者からの預かり

金的性格を有する税であることをご理解いただき、

納付の期限までにきちんと納付し ていただくようお

願いします。

○納期限を過ぎると延滞税がかかるほか、督ｲ足状が

送付され､財産の差し押さえを受ける場合があります。

亘松戸税務署a363 ― 11ﾜ1

「

住

基

カ

ー

ド

に

よ

る

サ

ー
ビ

ス

」

①

身

分
証

明
書

と
し
て

の
利
用

住
基

カ

ー
ド
は

、
写

真
付
き

の
も
の

と
写

真
な
し

の
も

の
が
あ
り
、
写
真
付

き

カ
ー

ド
は
公
的

な
身
分
証
明
書

と
し

て

も
利

用
で
き
ま
す

。

②

住

民
票

の
写
し

の
広
域

交
付

自
分

の
住
民
票

の
写
し

が
全
国

ど
こ

の
市
区

町
村
で

も
取

れ

る
よ
う

に
な
り

ま

す

（
住
基

カ
ー
ド

が
な
く
て

も
、
本

人

の
身
分
を
証
明
す

る
「
運
転
免
許

証
、

パ
ス
ポ

ー
ト
」
等

が
あ
れ

ば
、
交
付

を

受
け

る
こ
と

が
で
き
ま
す
）
。

③

転
入

・
転
出

の
特
例

今
ま
で
は

転
出
す

る
場
合
、

転
人
お

よ
び
転
出
す

る
市
区

町
村
に
、

そ
れ

ぞ

れ
届

け
出
を
し

て

い
ま
し
た

が
、
転
入

す

る
市
区
町
村

の
み
の
届
け
出

で
済
み

※
本
人

が
手
続
き

に
来
ら
れ
な

い
場

合

・
な
ど
の
詳
細

に
つ

い
て
は
、

お
問

い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

８
月
2
5日

か
ら
住
民
基
杰

口
帳
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
本
稼
働
と
な
り
、

本
人

の
希
望

に
よ
り
、
住
民

基
吏

口
帳

カ

ー
ド

（
住
基

カ

ー
ド
）
を
市
民

課
と

各
支

所

（
八
支

所
）
で
交
付

し
て

い
ま

す

の
で

、
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

手

数
料
は
五
百
円
で
す
。

固
市
民

課

公
3
6
6
・
7
3
4
0

お
よ
び
各

支

所

住民基本台帳カードの交付方法

手続きにくる人 持莟可白も の

本　　　 人

(身 分 証 明あ り)

① 印 鑑 ② 写 真 付 き カ ー ド を 希 望 の場 合 、写 真1 枚 （縦4.5rx 横

3.5r) ③ 本 人 で あ る こ と を 確 認 で き る も の（パ ス ポ ー 匚 遲 転

免 許 証 そ の 他 官 公 署 が 発 行し た 写 真 付 き の 免 許 証 ・許 可 証 ま た

は 証 明 書 ）

※交 付 申 請 者 本 人 が パ スワ ー ド 入力 後 、カ ー ド を 交 付 し ま す 。

本　　　 人

(身 分 証 明 な し)

① 印 鑑 ② 写 真 付 き カ ー ド を 希 望 の場 合 、写 真1 枚 （縦4.5 靼 × 槓

3.5r)

※本 人 であ る こ と を 確 認 する た め の 聞 き 取 り を し ま す 。

※申 請 者 本 人 に 対 し て 文 書 で 照 会し ま す の で 、回 答 書を 持 参 の

う え 、市 民 課 ・咎 支 所 に お い でく だ さ い 。 そ の 時 に 、申 請 者

本 人 が パ ス ワ ー ド を 入 力 後 、カ ー ド を 交 付 し ま すo

ま
す
（
一
定
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届

を
郵
送
で
行
ラ
必
要
が
あ
り
ま
す
）
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

交
付
し
て
い
ま
す

パネルディスカッションの模様

松戸税務署からのお知らせ

壽1　総ごみ量の推移

市立松戸高等学校への転入学試験

川井敏久No.110

野鳥の写真コンクール作品を募集



12月９日は、「障害者の日」です。この日は、1975

年（昭和50 年）に国際連合で「障害者の権利宣言」

を採択した日であり、12 月９日以前の一週間（12 月３

日～9 日）を障害者週間としています。障害者週間

は、国民が障害者の福祉について理解と関心を深め、

また、障害者の積極的な社会参加を促すための運動

期間です。

★交通案内★

※
講
師
は
手
話

で
講
演
し
、

読
み
取
り

通
訳
と
要

約
筆
記

が
つ
き
ま
す

。

1967 年山形県生まれ。2 歳の時、

ろう者となる。｢ＮＨＫ手話ニュ

ース｣ キャスター( 教育テレビ木

曜日担当)、俳優等幅広く活動中

一

講

演
会

（
午

前
１０
時
～

正
午
）

テ
ー
マ
…
「
私
の
半
人
生
」

講
師
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話

ニ
ュ

ー
ス
キ

ャ
ス

タ
ー
・
那
須

英
彰

氏

・
バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン

グ
・
水

彩
画

・
手

工

芸

・
さ
を
り

織
り

・
レ

ザ
ー
ク
ラ

フ

ト
等
）

▼

ア
ト
ラ

ク
シ

ョ
ン
（
午

後

〇
時
１０
分

～
２

時
５

分
）

朗
読
を
き
く

か

い
・
フ
ラ

ダ
ン
ス

・

社

交

ダ
ン
ス

ー
コ

圭

フ
ス
・
腹
話
術

・

人
形

劇

・
手
品

▼
権

利
擁
護

相
談

コ

ー
ナ

ー
（
午

前
１０

時
～

午
後
２

時
3
0分
）

権
利
擁
護
制

度
な
ど
に

つ

い
て
、
何

で
も
お
聞
き
く

だ
さ

い
。

障
害
を
も

つ
人

が

ふ
れ
あ

い
2
2に
通

い
、

作
り

上
げ
た
作
品

を

展
示

（
書
道

・
墨

絵

・
絵
手
紙

・
ゆ
び
編

み
・
陶
芸

・
生
け

花

▼

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー
ふ

れ

あ

い
教

室

作

品

展

示
（
午

前

１０

時

～

午

後

３

時

）

12 月４日～10 日は
人間は、だれでも「幸福な生活を送る権利」を持っています。これが人権と

いわれるもので、人間が人間らしく生きるためになくてはならない権利です。

人権についての正しい理解と相手の立場を考えた明るい社会を築くため、毎

年12 月４日から10 日までの一週間を「人権週間」として、さまざまな催しを行

っています。大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

圜市民相談課公366-7319

行事名 日　時 会 場 内　容 費用

街 頭 広 報 演

奏 会

12/5 廊午前10時

30分～11時30 分

松戸 駅 東 西

連 絡 通路

保 育 園 児 に よ る 演 奏 会 お よ び 啓 発

活 動
無

料

（い

ず

れ

も

申

し

込

み

不

要

）

特 設 人 権 相

談 所

12/9 ㈹午前10時

30分～午後3時

伊 勢 丹 松戸

店 前

家 庭 問 題 ・差 別 ・い じ め 等 の 人 権

問 題

人 権 講 演 会
12/10 圉午後2時

～4時
市 民 劇 場

テ ー マ 「 犯 罪 被 害 者 の 人 権 を 中 心

と し た 人 権 問 題 に つ い て 」

講 師 人 権 擁 護 委 員 ・高 橋 む つ き氏

人権擁護委員の皆さん (敬 称 岾)

委員名 住　所 電話番号

和田康男 松戸新 田18 の4 362-ﾜ853

高橋むつき 上本郷2334 の6 36ﾜ 一拍04

鈴木一夫 コ ン木 仏4 の2 3 ∠11―0192

瀧田泰子 上本郷3ﾜ30 362-2683

南雲祥子 上本郷3212 362-503ﾜ

長谷川智 馬橋1858 3∠囗-5231

上 野 弘 一 郎 胡録台31ﾜ の4 363-4625

若林桂子 ニツ木謁88 345-3840

大嶋弘子 松戸1332 365-8880

本多八重子 下 矢切350 の9 362-4 ∠144

育てよう一人一人の人権意識～身近

なことから人権を考えてみませんか

◆女性の地位を高めよう◆子どもの人

権を守ろう◆高齢者を大切にする心を

育てよう◆障害のある人の社会への完

全参加と平等を実現しよう◆部落差別

をなくそう◆アイヌの人々に対する理

解を深めよう◆外国人の人権を尊重し

よう◆日ＩＶ感染者やハンセン病患者

等に対する偏見をなくそう◆刑を終え

て出所した大に対する偏見をなくそう

◆犯罪被害者とその家族の人権に配慮

しよう◆インターネットを悪用した人

権侵害はやめよう◆性的指向を理由と

する差別をなくそう

※人 権擁護 委員へ の相談は無 料で、秘密 は固く守ら れ ます。 また 、千 葉法務 局松戸支

局 （登363-6278) でも、人 権相談を受 け付け てい ます。

※定 例の人権相談について は広報まつどの相談案内（毎月25 日 号8面 ）をご 覧く ださい 。

参加者大募集

サンタクロースにふんして松戸駅周辺を行進し、

人々に幸せのメッセージを届けます。あなたも参加

しませんか？

日時…12 月23 日倪午後IE持～4日韵O 分

会場…松戸駅周辺

定員…先着400 人（小学生以下は別）

費用…中学生以上500 円（サンタ衣装1着付き）

※小学生以下の費用は無料です。ただし 、サンタ

の衣装は各自ご用意ください。

圃12 月５日窗 〔消印有効〕までに 、往復ハガキ

（ご家族でお申し込みの場合はハガキ1枚で可）に

住所・参力［］者氏名・年齢 ・電話番号を記入して 、

T2「71-0092 松戸市松戸2060　 松戸商工会議所

青年SB  (≫36 ∠1―3111) へ.､、

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
教

室
の
各
種
講
座
を
体
験
（
さ
を
り
織
り

・
ゆ
び
編
み
・
絵
手
紙
・
手
工
芸
・
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
）

④
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
・
お
も
ち
ゃ
の

病
院気

に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
壊
れ
た
お
も
ち

ゃ
を
修
理
し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

１２
月
９
日
は
障
害
者
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
者
の
日
、
１２
月
３
日
か

ら
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
障
害
者
の
日
や
障
害
者
週
間
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た

だ
き
、
ま
た
障
害
を
持
つ
人
自
ら
が
社
会
参
加
へ
の
意
欲
を
よ
り
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
各
種
の
催
し
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

固
健
康
福
祉
会
館

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

障
害
者
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
て
み
よ

う
～
車
い
す
の
試
乗

体
験
・
視
覚
障
害
の

状
態
を
体
験

③
創
作
体
験

▼
参
加
・
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
（
午

前
１０
時
～
午
後
３
時
）

①
朗
読
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

②
疑
似
体
験

障
害
者
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

市内の21 の福祉施設では、障害を持った人が自立に向けて生産品を作るなどの活

動を行っています。ひとつひとつ丁寧に作られた作品を 、この機会にぜひ、ご覧く

ださい。

日時…12 月５日廊～ﾜ日(日)午前10 時～午後3 時

会場…伊勢丹松戸店前

内容…手作り品( 縫製品 一木工品・陶芸品･ 菓子等) の販

売､ 各福祉施設の紹介、バザー

國障害福祉課のぞみ学園55368 ―1632

） んな、遊び`

ぶ きてね！ ．

「うたのおもちゃばこ」
障害者・高齢者に関する人権問

題、法律問題（財産問題、金銭問題、

家族問題）全般について無料電話相

談を行います（弁護士が対応）。

日時…12 月９日脚午後1時～4時

臨時電話…043-227-8681

※面談相談を希望される人は、あら

かじ め千葉県 弁護士 会(043-

227-8431) に電話で申し込んで

ください（相談は無料）。

固千葉県弁護士会0043-227-

8431

来

て

く

だ

さ

い
。

日

時
：
ｎ

月
3
0
囗

㈲
午

前

８

時
3
0
分

～

午
後

２

時

頃

会

場
・：

テ

ク

ノ
2
1
（
松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ
１

・
松

戸

市

小

金

原

一

の

一

九

の
三

）

圜
商

工

観

光

課

内

「
鍋

コ

ン

テ

ス

ト

」
担

当

昔

3
6
6
・
７

３
ｚ

７

鳫
耳

甘

‥大
w
w
w
.
i
nｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.ｎ
ｅ
.ｊｐ
ト
ヨ
.ｋ
ａ
ｎ
ｋ

呂

＼ 鍋
の
お
い
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
郷
土
鍋
等
、
家
庭
で

楽
し
ん
で
い
る
鍋
料
理
の
味
を
号
つ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
当

日
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
鍋
の
試
食
会
（
約
七
百
人
前
）
や
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に

紅

葉

も

見

頃

の

戸

定

か

丘

歴

史

公

園

で

、

お

気

軽

に

一
服

い
か

が
で

す

か

。

ど
う

ぞ

、

お

越

し

く

だ

さ

い
。

日

時

…

１１一
月
2
9
日

比

・
3
0
囗

㈲
各

午
前
1
1
1
1
1

時

か

ら

（
先

着

百

人

で

終

了

）

会

場

…

戸

定

か

丘
歴

史
公

園

内

「
松

雲

亭

」

費

用
・
：
五

百

円

（
抹

茶

・
菓

子

付

き
）

圜
商

工

観

光

課

内

・
松

戸

市

観

光

協

会

事

務

局

昔
3
6
6・
７

９
り９【
】７

松
戸
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
が
ご
案
内

し
ま
す

戸
定
「
紅
葉
の
茶
屋
」

福祉バザーΓふれあいフェスティバル」

市
制

施
行
6
0
周
年
記
念

健康福祉会館（ふれあい22 ）案内図

障害者の日・障害者週間とは

松
戸
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
に
よ
る

市
制
施
行
6
0
周
年
記
事
業

ふ
る
さ
と
の
味
「
七
福
神
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

日

時

…
1
2
月

７

日

㈲
午

前
1
0
時

（
午

前

９

時
3
0
分

開

場

）

～

午

後

３

時

会

場
：

僉

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い

2
2）
　
＝
左

記

地

図

参

照

・新京成五香駅西口から徒歩13 分

・新京成八柱駅、ＪＲ武蔵野線新八柱駅、新京成常盤平駅から新

京成バス「牧の原団地」行きで終点下車徒歩3 分

※バス時刻は新京成電鉄松戸営業所（登387 －0388 ）へお問い合

わせください。

です人権週間

今年の人権週間強調事項

ふれあい22ミニコンサー

ト

日 時---12 月３日伽

午 前11 眄 ～11 時

30 分

会 場･･･健 康 福 祉会

館( ふ れ あい22)

内 容 … 歌 ・日『古』野

両 目 戈F苓　卩 ‾卩 ノ

・徳川まゆみ氏による童謡コンサート

※懐かしい童謡を 、お子さんと一緒にお楽

し みください。

國健康福祉会館H383-ﾜ111

障害者・高齢者の人権110 番

『サンタの行進』



おはなしフェスティバル2003

日時　１２月６日(土)正午～午後４時

(１１時３０分開場)

会場　市民会館

費用　無料

今年で15 回目のおはなしフェスティバ
ル。楽しいおはなしがいっぱいです。お

子さんには先着順で、人形劇「やまなし

もぎ」特製バッジをプレゼント。みなさ

ん、ぜひご来場ください。

固財松戸市おはなしキャラバンS344-
3037

‾　 会 場

時 間

ホール 201 202 301 302 303

くま劇場 きりん劇場 うさぎ劇場 あひる劇場 ぶた劇場 そう劇場

12:00 ～12 : 15
開会式

12 : 15～12:45

人 「 や ま な し も ぎ 」

助 松 戸 市 お は な し キ ャ

ラ バ ン

人 ＝ 人 形 劇　 ぺ ＝ ペ ー プ サ ー ト　 大 紙 ＝ 大 型 紙 芝 居　 紙 ＝ 紙 芝 居　 ボ ＝ ボ ー ド ビ ル

パ ＝ パ ネ ル シ ア タ ー　 絵 ＝ 絵 本　 ア ＝ ア ニ メ ー シ ョ ン

12 : 55～13 : 20

人 「 か に 子 ち ゃ ん と さ

る ど ん 」

い ず み キ ャ ラ バ ン （松

戸 市 ）

パ 「 て ぶ く ろ 」 ほ か

ミ ニ シ ア タ ー サ ー ク ル

か ぎ く る ま （ 松 戸 市 ）

人 「 三 枚 の お 札 」

人 形 劇 団 ピ ッ コ ロ （八

潮 市 ）

人 「 お か あ さ ん の た ん

じ よ う び 」

新 松 戸 ベ ビ ー ホ ー ム

（松 戸 市 ）

記 念 公 演

人 「 絵 本 げ き じ よ う 」

「 カ ッ パ の お さ ら 」

人 形 劇 団 靈 心 座 （松 戸

市 ）13:30 ～13 : 55

人「三枚のお札」

第六中学校演劇部（松

戸市）

人 「 だ い こ ん 、 に ん じ

ん 、 ご ぼ う 」

人 形 劇 団 ふ う せ ん （流

山 市 ）

ボ 「 は る 、 な つ 、 あ き 、

ふ ゆ 」 ほ か

人 形 劇 団 夢 の 国 と 七 福

神 （東 京 都 ）

紙 「 は な さ か じ い 」 ほ

か

こ と ば の 花 か ご （ 松 戸

卸

14 : 05～14 : 30

人 「 ヘ ン ゼ ル と グ レ ー

テ ル 」

キ ャ ベ ツ お ば さ ん （市

川 市 ）

絵 「 た ま ご の カ ー ラ 」

ほ か

に 一 に や （茨 城 県 ）

人「かくれんぼ」

人形劇団「絶好調」

（松戸市）

人 「3 び き の う さ ぎ 」

人形 劇 団 ウ ィ ル チ ェ ア ー

（松 戸 市 ）

絵 「 ゆ ら ゆ ら ば し の う

え で 」

読 み き か せ 「 や ぎ と お

お か み 」（松 戸 市 ）

101  ― パ ン ダ ル ー ム

(ベ ビ ー ル ー ム)

102= コ ア ラ ル ー ム

(ｲ木憩 室)

14 : 40～15 : 05

ボ 「 バ ラ エ テ ィ ー ボ ー

ド ビ ル2003 」 ほ か

ポ ケ ッ ト 文 庫 （松 戸 市 ）

パ 「 む し む し 村 の か ぶ

と む し ハ カ セ 」

ハ ッ ピ ー メ ロ デ ィ ー

（ 神 奈 川 県 ）

人 「 カ ェ ル 王 国 の お と

も だ ち 」

頓 珍 館 （柏 市 ）

人 「 お さ か な 天 国 」 ほ

か

子 供 サ ー ク ル わ ん ぱ く

キ ッ ス （茨 城 県 ）

パ 「 十 二 支 の は な し 」

ほ か

ひ よ う た ん の 会 ～ 百 人

百 話 ～ （ 松 戸 顔

15 : 15～15:40
人 「ぉ だ ん ご ぱ ん 」

グ ル ー プ 虫I（ 松 戸 市 ）

大 紙 「 カ ェ ル く ん の た

か ら も の 」

福 島 フ ァ ミ リ ー （松 戸

市 ）

人「 ジ ャ ッ ク と 豆 の 木 」

に じ の く に （松 戸 市 ）

紙｢ 彦 － と ん ち ば な し｣

の い ち ご の 会( 松 戸 市)

15:45 ～16 : 00

ア 「 ど ろ ん こ ハ リ ー 」

勍 松 戸 市 お は な し 牛 ヤ

ラ バ ン

フ ィ ナ ー レ

※ ホ ワ イ エ は 、市 立 図 書 館 の 本 の 貸 し 出 し コ ー ナ ー に な り ま す( 正 午 ～ 午 後4 時) 。 図 書 カ ー ド

を お 持 ち く だ さ い 。　　　　　　 ，

※ 駐 車 場 が あ り ま せ ん の で 、 車 で の 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

７月 中 旬 に 開 催 予 定 の サ

マ ー ナ イ ト ウ オ ー ク の 運 営

ボ ラン テ ィア を 募 集 し ま す。

内 容･･･月1 回 行う 実 行 委 員

会 へ の 参 力［］、イ ベ ン ト 当 日

の 誘 導 ・救 護 一炊 き 出し な

ど

圉電 話 で サ マ ー ナ イ ト ウ オ

ー ク 実 行 委 員 会 （ 松 戸 青 年

会 議 所 事 務 局 内)  ≫365-

0234  { 月 ～ 金 曜 日 の 午 前

10 時 ～ 午 後4 時 ） へ

ご

存

知

で

す

か

ガ

ス

管

の

資
産

区

分

▼
敷

地

内

の

ガ

ス
管

は

敷

地

所

有

者

の
資

産

で

す

。
▼
道

路

に

埋

ま

っ

て

い

る

ガ
ス

管

は

ガ

ス
事

業

者

の

資

産

で

す

。

回

京

葉

ガ
ス

㈱

昔
0
4
7・

4
2
6
・
2
8
0
0

※

申

込

用

紙

は

、

市

役

所

・

市

内
各

体

育

施

設

・
各

支

所

・
各

市

民

セ

ン

タ

ー

で

配

布
し

て

い
ま

す

。

圃

エ
ン

ト

リ

ー

セ

ン

タ

ー

函

ｏ

１

２

０

・
7
1
1・
9
5
1（
受

け

付

け

は

、
祝

日

を

除

ぐ

月

～

金

曜

口

の
午

前

９

時

～

午

後

６

時

）

圜
ス

ポ

ー

ツ

課

登
3
6
3・
９

２

日

時
・
：
１

月
1
1
1
1

日

㈲

午

前

７

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分

受

け

付

け

（
開

会

式

８

時
4
0
分

か

ら

）

会

場
・
：
松

戸

運

動

公

園

陸

上

競

技

場

申

込

締

切

日
・
：
Ｈ

月
2
8
口

吻

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集

・
敷

地
内

に

埋

め

ら

れ

て

い
る

古

く

な

っ

た

ガ
ス

管

（
白

ガ

ス
管

）

は

、

約

二

十

年

を

目

安

に

、
腐

食

に

強

い

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

管

な

ど

に

交

換

し

て

い
た

だ

く

よ

う

お

願

い
し

ま

す

。

な

お

、

敷

地

内

の

ガ

ス

管

は

皆

さ

ん

の

資

産

で

あ
り

、

交

換

費

用

は

皆

さ

ん

の

ご
負

担

と

な

り

ま

す

。

世界平和都市宣言事業

日時…12 月20 日出午後2 時～3 時

30 分

会場…市民劇場

内容…アニメーション「どろんこ

ハリー」、人形劇「やまなしもぎ」

ほか

人
形
劇
「
や
ま
な
し

も
ぎ
」

定員…当日先着260 人（事前の申し込みは不要です）

費用…無料

※会場で平和図書の貸し出しを行います。図書館利用カードをお持

ちください。また、人形の顔抜きパネルで写真撮影もできます。

固総務企画本部総務課容366-ﾜ305

松戸特産の「矢切ネギ」は全国的に

有名で高級料理店等でも広＜使われて

います。ぜひご賞味ください。

申込期間…11 月26 囗㈲～12 月1ワ日ぐ水）

引き渡し・発送…12 月2 日脚～25 日困

価格…泥ネギ葉つきﾜkg ／2,000 円（税

込み、送料別）

申し込み・引き渡し場所…ＪＡまつど

経済センター（馬橋1939) または同

ＪＡ各支店（土 一日曜日、祝日、12 月

24日を除く）

・ Ｊ Ａまつど経済セン ターB341-

5151  (土・日曜日 、祝日、12 月2∠1日

を除く）

た

だ

き

ま

す

。

ご

家

族

連

れ

で

、

お

越

し

く

だ

さ

い
。

日

時
・：
1
2
月

６

日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

（
午

後

１

時

開

場

）

会

場
・
：
市

民

劇

場

内

容

…

一
部

＝

市

民

に

よ

る

一

芸

発

表
　

二

部

＝

川

の

歌

コ

ン

サ

ー
ト

「

さ

と
う

き

び
畑

」
、
「
里

の
秋

」
、
「
花

」

等

定

員

…

先

着

三

百

人

費

用

…

無

料

圓
川

い

い
会

・

武

本

昔
3
4
2・
0
5
7
4

川
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト

雨宮知子さん

サマーナイトウオーク

実行委員を募集 親子平和人形劇

市制施行６０同年記念

ガス事業者の資産l　　 敷地所有者の資産

Ｂ

Ｓ

日

本

テ

レ

ビ

「

そ

れ

い

け

！
・

ア

ン

パ
ン

マ
ン

く

ら

ぶ

」

初

代

お

‘

姉

さ

ん

で

有

名

な

雨

宮

知

子

さ

ん

（
童

謡
歌

手

）

に

、

心

に

残

る

日

本

の

詩

情

を

童

詣
で

つ

づ

っ

て

い

～ふるさと便～
松戸特産のネギを販売

古
く
な
っ
た
ガ
ス
管
は
取
り
換
え
を



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

情報

「

」
ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

「

木

の

実

と

落

ち

葉

で

あ

そ

ぼ

う

」

一
１１一
月
3
0
日

㈲

午

後

１

時

～

３

時
3
0
分

〔
雨

天

中

止

〕
　
会

場

金

ケ

作

自

然

公

園

内

容

落

ち

葉

キ

ャ

ッ

チ

や
落

ち

葉

に
埋

も

れ

る

な

ど

、

晩
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に

ど

っ
ぷ

り
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か
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ネ

イ

チ

ャ
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ゲ

ー

ム

の
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験

費

用

二

百

円

圈
ま

つ

ど

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

の
会

・

寺

田

登
3
8
6・
7
8
0
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（
夜

間

の

み

）

［

］
星

空

観

望

会

1
2月

Ｂ
日
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午

後
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時

～
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会

場

市
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館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

と

屋

上
　

内

容

プ

ラ

ネ

タ

リ
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見

学
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体
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遠
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で

す

ば

る

（

プ
レ

ア

デ
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団
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や
火
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十
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団
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や

こ

会

子

ど

も

た

ち

と

一
緒

に

歌

や

ゲ

ー

ム

を

楽

し

み

ま

し

ょ

う

。

1
2月

７

囗

⑧
午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

ｏ

時
3
0
分
　

会

場

市

民

会

館
　

内

容

歌

・

ゲ

ー

ム

・
紙

芝

居

等
　

費

用

四

百

円

圃
1
2
月

５

日

幽
ま

で

に

、

電

話

で

Ｎ

Ｐ

ｏ

法

人

外

国

人

の
子

ど

も

の

た

め

の

勉

強

会

・

海
老

名
a
3
4
5・
2
0
5
1

へ

［

］
松

戸

こ

ど

も

か

る

た

大

会

１

月
1
7
日

出

午

前
1
0
時
1
5
分

～

午

後

３

時
3
0
分

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

松

戸

の

か

る

た

を

使

用

し

た

か

る
た

大

会
　

対

象

車

内

の
小

学

生

眥

拑
当

日

三

百

円

（
参

加

賞

・
保

険

料

を

含

む

）

圉
1
2
月
2
2
日

丱
ま

で

に

、

郵

便

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

所

定

の

用

紙

に

必

要

事

項

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8
　

松

戸

市

教

育

委

員

会

こ

ど

も

課

（

隰
3
6
6・

ｔ
４
‘オｔ
７

７

）
　へ

固
松

戸

カ

ル

タ
協

会

・
小

川

昔
錮

・
０

【
】
松

戸

演

劇

鑑

賞

会

観

劇

会

「

ス

テ

ッ

ピ

ン

グ

ー
ア

ウ

ト

」

１
月
2
2
日

水
午

後

６

時
1
5
分

～

８

時

2
5分

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1

内

登

剛

田

美

波

里

主

演

の

タ

ッ

プ

ダ
ン

ス

満

載

の
コ

メ

デ
ィ

ー
ミ

ユ
Ｌ

ン
カ

ル
　

弗
羂
用

六

千

円

圖
松

戸

演

劇

鑑
賞

会

・
小

野

登
3
6
9・
５

［
］
声

楽

・

童

謡

唱

歌

お

さ

ら

い

会

１９一
月

４

日

本
午

後

１

時

～

４

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

容
日

ご

ろ

練

習

し

て

い
玉

屋

で

童

謡

唱

歌

を

一
人

ま

た

は

グ

ル

ー

プ
で

発

表
　

春
用

無

料

膃

ひ

ぐ

ら

し

の
会

・
荒

井

昔
3
8
9・
９

９

［
］
や

わ

ら

木

苑

大

バ

ザ

ー

ル

1
2月
1
4
日

㈲
午

前
1
1
1
1

一
時

～

午

後

２

時

会

場

や

わ

ら
木

苑
（
金

ヶ

作

）
　
内

容

日

用

雑

貨

・
食

器

・
衣

類

・
玩

具

・

本

・

ア

ク

セ

サ

リ

ー

・
手

作

り

品

・
模

擬

店

を

新

し

い
物

品

の

提

供

歓

迎

圖

特

別

養

護

老

人

ホ

ー
ム

や

わ

ら

木

苑

友

の
会

登
3
8
6・
0
2
1
3

［
］
藤

田

嗣

治

展

３

月
3
1
日

水

ま

で

の

（
日

曜

日

、

祝

日

、
休

業

口

を

除

ぐ

）

午

前

９

時
～

午

後

５

時

会

場

聖

徳

大

学

費

用

無

料

一

会

期

中

に

一

部

の

作

品

を

展

示

替
え

し

ま

す

。

圖

聖

徳

大

学

川

並

記

念

図

書

館

昔
3
6
5・

1
1
1
1

【

】
福

祉

の

し

ご

と

就

職

フ

ェ

ア

・

’旧
ち

ば

1
2月

６

日

比
午

後
ｏ

時
3
0
分

～

３

時

3
0分
（
午

前
1
1
1
1

時
3
0
分

か

ら

受

け
付

け

）

会

場

幕

張

メ

ッ
セ

国

際

会

議

場

内

容

福

祉

施

設

等

に
就

職

を

希

望

す

る

人

へ

の

各

施

設

職

員

に

よ

る

個

別

面

談

等

費

用

無

料

Ⅲ

当

日

会

場

で

脛
千

葉

県

福

祉

人

材

・
研

修

セ

ン

タ

ー

昔
0
4
3・
2
4
8・
1
2
9
4

［

］
大

正

琴

の

調

べ

「

音

楽

ア

ラ

カ

ル

ト

」

幵一
月
3
0
日

剛

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

3
0分

会

場

市
民

劇

場

内

容

市
内

の

大

正

琴

愛

好

グ

ル

ー

プ

ー
．団

体

に

よ

る

歌

謡

曲

等

の

演
奏

と

歌
　

費

用

無

料

國
松

戸

あ

け

ぼ

の
会

・
田

中

登
3
9
2・
８

［
］
ク

リ

ス

マ

ス

ダ

ン

ス

パ

ー
テ

ィ

ー

1
2月

７

日

㈲

午

後

６

時
1
0
分

～

９

時

2
0分
　

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

容

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

（
飲

み

物

・

パ

ン

・

菓

子

付

き
）
、
抽

選

で

花

の

プ
レ

ゼ
ン

ト

眥

叩

卞
円

圜

松

戸

社

交

ダ
ン

ス
サ

ー

ク

ル

・
木

田

登
3
6
3・
5
0
6
6

「

」
房

総

ロ

ン

グ

ハ

イ

キ

ン

グ

ー
月
2
4
日

出
～
2
5
日

㈲

二

泊

二

日

〕

コ

ー

ス

一
日

目

山

綴

胆

齢

獣

尹

内

浦
県

民

の
森
ヽ

二

日

目

Ｈ
齢

黻

肘
ぐ

ぁ
た
ご
や
ま
　

、
よ
か
た
日
　
と
み
さ
ん

愛

宕

山

～

伊

予

ケ

岳

～

富

山

（
ニ

ト

五

ｊ

）
　

定

員
先

着

二

十

人
　

費

用

一
万

二

千

円

（

バ
ス

、

一

泊

二

日

三

食

）

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

松

戸

山

の

会

・
桑

原

登
3
4
2・
1
4
0
0

隰
3
4
2・
5

3
4
5

へ

［

］
無

料

多

重

債

務

１

１

０

番

1
2月
1
3
口

出

・
1
4
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場
千

葉

司

法

書

士

会

館

（
西
千

葉

駅

下

車

徒

歩

十

分

）
　
内

容

電

話

に

よ

る
相

談

（
面

談

は
要

予

約

）

相

談

電

話
９

登
0
4
3・
2
4
3・
4
1
4
4

固

千

葉

司

法

書

士

会

容
0
4
3・
2
4
6・
２

６

［

］
旧

軍

人

（
傷

病

）

恩

給

等

未

請

求

者

の

恩

給

等

請

求

に

つ

い

て

恩

給

等

（
傷

病

・
一

時

恩

給

∴

時

金

等

を

含

む

）

未

請

求

者

か

ら

の

請

求

相

談

を

受

け

付

け

て

い
ま

す

。

対

象

①

旧

軍

人

で

、

実

際

に

軍

人

と

し

て

の
在

職

期

間

が
三

年

以

上

の

人

ま

た

は

そ

の
遺

族

の

人

②

軍

人

期

間

中

に

公

務

ま

た

は
勤

務

関

連

等

に

よ
江

傷

病

を
受

け

、

現

在

も

こ

れ

ら
傷

病

に

よ

る

後

遺

症

の

あ

る
人

③

実

在

職

年

が
は

っ

き

り

し

な

い

が

軍

人

期

間

の

あ

る

人

ま

た

は

そ

の
遺

族

の

人

固

千

葉

県

健

康

福

祉

部

社

会

福

祉

課

援

護

恩

給

室
－
に一
0
4
3
・
2
2
3・
2
3
4
6

【

】
教

育

委

員

会

会

議

1
2月
1
1
1
1

日

米

午

後

３

時

か

ら
　

会

場

京

葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

ビ

ル

※

詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

圖
教

育

委

員

会

企

画

管

理

室

公
3
6
6・

７

［

］
や

さ

し

い

宴

会

マ

ジ

ッ

ク

1
2月

７

囗

㈲
ｖ
1
4

囗

㈲
午

後

１

時

～

４

時

〔
全

二

回

〕
　

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

定

員

先

着

三

十

人

費

用
二

千

五

百

円

圃

電

話

で

松

戸

奇

術

会

・
岩

田

昔
3
8
8・

2
7
8
3

へ

［

］
東

部

マ

ン

ド

リ

ー

ノ

「

フ

ァ

ー

ス

ト

コ

ン

サ

ー

ト

」

Ｈ

月
2
9
口

出
午

後

２

時

開

演
　

会

場

グ
リ

ー

ン

ス

タ
ジ

オ

（
市

川

市

生

涯

学

習

セ
ン

タ

士
　

内

容

マ

ン

ド

リ

ン

合

奏

に

よ

る

オ

リ

ジ

ナ

ル

ー
ク

ラ

シ

ッ

ク

・
映

画

音

楽

等

の

演

奏
　

費

用

無

料

圖
酒

井

公
3
3
7・
9
1
0
1

［

］
社

交

ダ

ン

ス

フ

リ

ー

ミ

ニ

パ

ー

テ

ィ

ー

1
2月

７

囗

㈲

・
2
3
囗

㈲

午

後

２

時

～

５

時

会
場

勤

労

会

館

費

用

一

回
五

百

円
圖
ユ

ー
カ
リ
会

・
五
條

登
掲

・
5
3
4
9

［

］
パ

ー
ト

助

産

師

・

保

健

師

を

募

集

業

務

健
康

相

談

・
家

庭

訪

問

等

対

象

お

お

む

ね

六

十

歳

以

下

の
有

資

格

者

（
助

産

師

は

４

月

か

ら

勤

務

で

き

る

人

）

※

市

内

の
医

療

機

関

に

勤

務

し

て

い
る

人

は

ご
遠

慮

く

だ

さ

い
。

圈
保

健
福

祉
課

保
健

係

登
3
6
6
・
7
4
8
6

［

］「
（
仮

称

）

松

戸

市

シ

ニ

ア

交

流

セ

ン

タ

ー

」

懇

話

会

1
2月

１
日

菲
午

前
1
0
時

か

ら
　

会

場

市

役

所

新

館

七

階

大

会

議

室

奈
傍

聴

を
希

望

す

る
人

は

、

午

前

９

時

3
0分

か

ら

会

場

前

で

受

け

付

け
（
先

着

卜

人

）

固
高

齢

者

福

祉

課

登
3
6
6・
7
3
4
6

［

］
千

葉

県

生

涯

大

学

校

学

生

を

募

集

募

集

期
限
1
2
月
2
6
日

蚩
ま

で
　

募

集

科

目

福
祉

科

・
生

活

科

・
園

芸

科

・

陶

芸

科

対

象

県
内

在

住

の
六

十

歳

以

上

の

人
　

入

学

案
内
配

布
場

所

高
齢

者

福

祉

課

・
各

支

所

・
市

内

の
各

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

・
東

葛

飾

支

庁

社

会

福

祉

課

固
千

葉

県

生

涯

大

学

校

事

務

局

公

帽

・

2
6
6
・
4
7
0
5

教）社会教育課Q366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 12/4 困まで 12/5 銜～18困 12/19c ～1/5C月)

東
俳画なでしこ会
圜水嶋公38ワー6842

第16 回 み の り 写 真 会 作

品 展

圖 鎌 田Q367-7420

日 本 画 サ ー ク ル ふき の と

う 展

開 松 井o385 ―8266

西
恵墨会水墨画作品展
圜渡辺登363 ―ﾜ引６

徳 川 昭 武 写 真 展

圜 商 工 観 光 課 £1366 ―ﾜ

32ﾜ

大 井 藤 一 郎 ギ リ シ ヤ 紀

行 ス ケ ッ チ 展

圜 大 井0363 一 引 砺

0362-2050

［

］
大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

に

関

す

る

縦

覧

大

規

模

小

売

店

舗

立

地

法

に
基

づ

き

提

出

さ

れ
た

、
大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

の
概

要

を

、

縦

覧

で

き
ま

す

。

恋
更

内

容

開

店

お

よ

び
閉

店

時

刻

、

来

客

が

駐

車

場

を
利

用

す

る
こ

怙

洲

で

き

る

時

間

帯
　

対

象

店

舗

名

称

安

蒜

ビ

ル

（

い
な

げ

や
松

戸

新

田

店

）
　

縦

覧

期

限

２

月
2
0
日

原
ま

で
　

縦

暫
蕩

所

商

工

観

光

課

目

商

工

観
光

課

登
3
6
6・
7
3
2
7

［

］
公

民

館

運

営

審

議

会

1
2月

４

日

内

午

後

７

時

か

ら

乙
鎮

矢

切

公

民

館

※

傍

聴

で

き

ま

す

。

議

題

等

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固
公

民

館

登
3
6
8・
1
2
1
4

［

］
介

護

保

険

運

営

協

議

会

1
2月
1
2
日

座

午

後

２

時
3
0
分

か

ら

会

搦

巾
役

所

新

館

七

階

大

会

議

室

※

傍

聴

で

き

ま

す

。

議

題

等

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

圖
介

護

支
援

課

登
3
6
6・
7
3
7
0

期　閲 内　　容

12/20 比

～4/4 ⑨

1867 年 パ リ 万 国 博 覧 会 と 徳 川 使 節 団

戸 定 歴 史 館 所 蔵 の パ リ万 博 関 係 資 料 を 展 示 し ま す 。 徳川 昭 武 が 使 っ た 陣

羽 織 ・陣 笠 ・金 時 計 ，和 文 と 仏 文 の 日 記 、万 博 使 節 団 一 行 写 真 ア ル バ ム 、

万 博 会 場 の 写 真 な ど 、 わ が 国 が 初 め て 公 式 参 加し た 世 紀 の 大 イ ベン ト の 様

子 を ご 覧 く だ さ い 。

休 館 日 … 月 曜 日（ﾈ兄日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）・年 末 年 始(12/28 ～ ソ5 ）　 開

館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後ら時 （入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ）　 入 館 料 … 戸 定 邸 ・歴

史 館 共 通 入 館 券 一 般2 ∠↓O円 （200 円 ）、高 ・大 学 生 把O 円 （ セO 円 ）、小 ・中 学 生80

円 （60 円 ） 個 別 入 場 券 一 般 巧O 円(120 円 ）、高 ・ 大 学 生100 円 （80 円 ）、小 ・中 学

生50 円 （∠↓○円 ）〔（　　 ） 内 は 団 体料 金/20 人 以 上 〕

※12 月２ 囗 ㈹ か ら19 囗㈲ ま で 、歴 史 館 は 薫 蒸 （＜ ん じ よブ ） お よ び 展 示 替 え の た め

休 館 と な り ま す 。 戸 定 邸 は 通常 通 り 観 覧 で き ま す 。

※毎 週 土 曜 日 は 小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

12月1日側は固定資産税(都市計画税)〔3期〕の納期限です

お
し
ら
せ

チャンネル

催
 
し
 
物

戸定歴史館



［

］
こ

ど

も

舞

踊

教

室

い
1
1
1
1

月
2
9
日

出

、
1
2
月

７

日

㈲

午

前
1
0

時

～

正

午

、
1
2
月
2
0
日

出

、

１

月
1
0
日

出

・
1
8
日

⑧

・
2
5
日

㈲

・
3
1
日

出

午

後

１

時

～

３

時

（
２

月

・
３

月

も

予

定

）

会

場

市

民

会

館

内

容

日

本

舞

踊

の
体

験

を

通

し

て

感

性

と

尊

重

の

態

度

を

は

ぐ

く

む
　

講

師

花

柳

美

世

寿

恵

他

二

人

対

象
小

・
中

学

生
　

定

員

先

着

二

十

人

持

ち

物

浴

衣

・
帯

・
腰

ひ

も

三

本

程

度

玉

催

者

で

も

貸

し

出

し

ま

す

）
　
費

用

無

料
匣
（

ガ
キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・

住

所

・
学
年

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

干
2
7
0
1
2
2
1
8

塗

尸
市

五

香

西

六

の

六

の

九
　

松

戸

日

本

古

典

舞

踊

連

盟

・

金

澤

栄

子

（

昔
隰

誣

・
1
8
5
9

）

へ

【
】
「

夢

を

形

に

」

女

性

が

一

歩

ふ

み

だ

す

た

め

の

地

域

女

性

起

業

フ

ォ

ー

ラ

ム

1
2月
1
4
日

㈲
午

後

２

時

～

５

時
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

っ

ど
　

内

容

講

演

・

パ

ネ

ル

デ
ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ
ン

講

師
前

松

戸

市

女
性

セ
ン

タ

ー

所

長

コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

タ

ー
石

上

瑠

美

子

氏

眥

甲

卞
円

（
資

料

代

）

圃

電

話

で

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

人

材

パ

ワ

ー

ア

ッ

プ

セ

ン

タ

ー

・
岩

橋

容
3
6
4・
8
8
2

0

へ

【

】
歳

末

ふ

れ

あ

い

の

集

い

1
2月
2
2
日

非

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

健
康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い

翌

内

容

①

講

演

「

サ

リ

ド

マ
イ

ド
被

害

者

か

ら
見

る

幸

せ

の

あ

り

方

」

②

折

り

紙

と

色

紙

で
干

支

（
さ

る

）

の
壁

飾

り

を

つ
く

る
　

講
師

①

サ

リ

ド

マ
イ

ド
薬

害

被

害

者

・
増

山

ゆ
か

り

氏

②

日

本

折

り

紙

協
会

・
渡

辺

と

み

枝

氏
　

費

用

無

料

圃

②

に

参

加

希

望

の
人

は

、
1
2
月
1
4
日

㈲

ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・
電

話

・

フ

ァ

ク

ス

番

号

を

記

入

し

て

、

松

戸

市

身

障

運

転

者

協

会

・

草

間

容

副
3
6
5・
0
7
3
7

へ

［

］
こ

ど

も

い

け

花

教

室

!
2月
2
1
日

㈲

・
2
8
日

㈲

、

１

月
1
0
日

出

・
1
7
日

出

・
2
4
日

出
、

２

月
1
4
口

田

・
1
5
日

㈲

・
2
8
日

出

、

３

月

６

日

出

・

1
3日

出

・
2
1
日

㈲

、
2
8
日

㈲
午

前
1
0
時

～
正

午

〔
全

十

二

回

〕
　

会

場

市

民

劇

場

内

容

お

花

の

い
け

方

・
飾

り

方

・

歴

史
　

講

師
藤

原

恵

秋

氏

他

二

人
　

対

象

小

学

三

年

～

中

学

三

年

生
　

定

員

先

着

三

十

人
　

持

ち

物

な

し
　

費

用

三

千

六

百

円

（
花

代

）

圉
（

ガ

キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号

・
学

年

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸

市

新

松

戸

三

の

二

九

六

の

一

の

Ａ

の
四

〇

二
　

篩
小

原

流

千

葉

北

支

部

・
斎

藤

庸

子

（
ａ

隰
3
4
6

・
１

０

りａ
４

）
　へ

【
】
ク

ラ

シ

ッ

ク

舞

踊

無

料

講

習

会

1
2月

３

凵

・
1
7
日

・
2
4
日

・
3
1
日

、

１

月
2
1
日

・
2
8
日

、

２
月

４

日

の
水

曜

日

〔
全

七

回

〕

①

午

後

１

時

～

３

時

②

午

後

６

時

～

８
時
　

会

場

サ

ニ

ー
（

イ

ツ

（
常

盤
平

三

丁

目

）
　

内

容

ク

ラ

シ

ッ

ク
舞

踊
　

費

用

無

料
（
材

料
費

実

費

）

固
松

戸

文

化

講

座

サ

ー

ク
ル

・

大

貫

登

3
8
6
・
6
6
1
1

「
」
松
戸
‐

Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
講
座

講座名 日　時 会場 内　容 定員持ち物/費用

初 め て の ウ

ィ ン ド ウ ズ

講 座〔全3 回 〕

12/2 ㈹ ・9 ㈹ ・

16 ㈹ 午 後1 時 茴

分 ～3 時 巧 分 文

化

ホー

ル
ー

丁

講

座

室

超 初 心 者『古]き

咎

先

着

十

人

筆記 用 具 ／

吝2,000 円

( テ キ ス ト

代を 含 む)

ワ ー ド 初 級

講 座 〔 全 ３

回 〕

12/36K) ・10 ㈲

・17 ㈲ 午 前10

時30 分 ～ 正 午

文 字 の入 力 ，ワ

ー ドア ート ・図

の挿 入

イ ン タ ー ネ

ッ ト 入 門 講

座〔全3 回 〕

12/9 ㈹ ・16 ㈹

・23 冊 午 前10

時30 分 ～ 正 午

[Lメ ー ル 作 成 ・

ホ 一 厶 ペ ー ジ

の検 索 方 法 等

エ ク セ ル 初

級 講 座 〔全

3 回 〕

12/11 休卜18 困

・25 倒 午 前10

時30 分 ～ 正 午

簡単な 表を 作成

し 、エク セ ルの

基本 を学 ぶ

圃
午
前
９
時

か
ら
、
電
話

で
松
戸
Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

登
3
6
7
・
8
8
8
9

へ

松戸地域職業訓練センターの講座

講座名 日　時 定員 費　用

初 め て のWind

ows 入 門

12/8(1月卜9( 火卜15

(月卜16 ㈹ 午 前
10人

ヒ000 円

(10,000円)

Word を 使 っ た

文 書 作 成 講 座

12/8(1月卜9 ㈹ ・15

㈲ ・16 ㈹ 午 後
10人

12,000 円

(10,000 円)

Excel を 使 っ た

表 計 算 講 座 Ｉ

12/18 困 ・19 窗 午

前 ・午 後
10人

12,000 円

(10,000 円)

Access 基 礎 講

座(Excel の デ

ー タ ベ ー ス 知 識

があ る 人 ）

12/10(:ﾎ) ・17 團 午

前 ・午 後
9人

ス000 円

(10,000円)

パ ソ コ ンを 使 つ

て みよ う （ 高 齢

者 対 象 ）

12/22 ㈹ 午 前9 時

30 分 ～ 午 後3Bf30

分

6人 ﾜ,000円

【
】
絵

画

・

デ

ッ

サ

ン

等

無

料

講

習

会

１１一
月
2
9
日

～

１
月
1
7
囗

の
毎

週

土

曜

日

〔
１

月

３

日

を

除

ぐ

、

全

七

回

〕

①

午

後

１

時

～

３

時

②

午

後

４

時

～

６

時

会

場
サ

ニ

ー
（

イ

ツ
（
常

盤

平

三

丁

目

）

内

容

①

デ
ッ
サ

ン

②
水

彩

、

油

絵

費

用

無

料

（
材

料

費

実

費

）

圈

松

戸

文

化

講

座

サ

ー

ク

ル

・
大

貫

昔

3
8
6
・
6
6
1
1

［

］
家

事

と

家

計

の

講

習

会

①

い１１一
月
2
7
日

米

②
1
1
月
2
8
日

蚩
各

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分
　

会

場

①

小

金

原

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ
（

ウ

ス

⑦
市

民

劇

場

内

容

シ

ン

プ

ル

ラ

イ

フ

の

ポ

イ

ン

ト

は

な

あ

に
　

費

用

各

川

百

円

※

託

児

あ

り

（
要

予

約

、

一

歳
以

上

＝

二

百

円

、

昼

食

付

き

）

圖
松
戸

友

の
会

・
藤

井

昔
3
6
3・
7
6
2
2

【

】
チ

ー
フ

ト

リ

ッ

プ

鉄

道

旅

行

講

座

1
2月

４

日

印

・
い‥１１
日

印
午

後

２

時

～

４

時

、

午

後

７

時

～

９

時

（
昼

夜

ど

ち

ら

か

）
　

会
場

ま
ち

づ

く

堊

父
流

室

テ

ン

ト

小

屋
　

講

師

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

交

通

文

化

連

盟

理

事

長

・
吉

野

俊

太

郎

氏
　

費

用

一

般

＝
千

四

百

円

、

学

生

＝
千

二

百

円

（
資

料

代

を

含

む

）

圃

フ

ァ

ク

ス

に

名

前

・
住

所

・
生

年

月

口

・
希

望

時

間

を

記

入

し

て

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

交

通

文

化

連

盟

社

会

文

化

部

霓

腹

3
6
8
・
2
7
2
0

へ

※
ホ

ー
ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

申

し

込

み

可

國
耳

日

≒
w
w
w
.
ｃ
６
２
３
.ｎｐ
ｏ
-ｊｐ
.ｎ
ｅ
ｔ
／

※午前＝午前9 時30 分～午後O 時30 分 、午後＝午

後1 聘30 分～4 時30 分

※（　　 ）内は当会員事業所または団ｲ本会員のメ

ンバ一の料金です。

※受付開始時に定員を超えた場合は 、その場で抽

選となります。

匣午前9 時から、受講料を添えて、直接松戸地域

職業訓練センター（松戸市小金原1 の 畑の3 、登

349-3200) へ

「

」
南

極

の

記

録

映

画

の

会

1
2月

７
凵
㈲
午
後
１
時
3
0分

開
演

会

場
市
民

劇
場
　

講
師
第
四

十
二
次
南

極
観
測

隊
員
等
五
人
　

内
容
南
極
と

南

極
観
測

の
話
・
記

録
映
画
「
南
極

の
詩
」

の
上
映
・
関
係
資
料

の
展
示
　

定
員
当

日

先
着
三
百
人
　

費
用
無
料

周
籘
薪

松
戸

郷
土
資
料
館

豊
川
・
１
９

［

］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（

硬

式

）

①

１
月

～

４

月

の
毎

週

月
曜

日

の

希

望

の

ク
ラ

ス

（
前

半

＝
午

前

９

時

～
1
0

時
3
0
分

、

後

半

＝
午

前
ｕ

時

～

午

後

０

時
3
0
分

）
　

会

場

栗

ケ
沢

公

園

庭

球

場

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

の
人
　

費
用

一

万

二

千

円

（
保

険

料

を
含

む

）

②

１
月

～

３
月

の
毎

週

土

曜

口

の
希

望

の

ク

ラ

ス

（
Ａ

＝

午

前

８

時

～

９

時

3
0分

、

Ｂ

Ｉ
午

前

９

時
3
0
分

～
1
1
1
1

時

）

会

場

中

臾
公

園

庭

球

場

対

象

車

内
在

住

・
在

勤

の
人
　

費

用

八

千

円

（
保

険

料

を

含

む

）

匣

①

②

と

も
1
2
月

７

日

㈲

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

・
希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

希

望

ま

で

ご

返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
1
0
0
0
6
松

戸

大

金

平

郵

便

局

留
　

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗

（

登
0
9
0・
６

６

５

０

・
3
6
3
4

）
　へ

［

］
介

護

予

防

教

室

「

福

祉

用

具

を

体

験

し

よ

う

」

1
2月
1
3
日

出
午

後

１

時

～

４

時
　

会

場

そ

う

か

い

デ
イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

（
樋

野

囗

）
　
対

象

お

お

む

ね

六

十
五

歳

以

上

の

人
　

定
員

先

着

十

五

人
　

費

用

無

料

※

昨

年

好

評

だ

っ
た

ク
リ

ス

マ

ス
会

も

行

い
ま

す

。

匣
!
2
月

６

日

①
ま

で

に

、

電

話

で

明

第

二

地

区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

Ｓ

刧

・
2
0
2
7

へ

［

］
転

倒

予

防

教

室

「

い

き

い

き

リ

ハ

ビ

リ

体

操

」

1
2月
1
2
日

金

午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

講

師

保

健

福

祉

課

理

学

療

法

士
　

対
象

お

お

む

ね

六

十

歳
以

上

の
人
　

定

員
先

着

二

十

人

程

度
　

費

用

無

料

※
動

き

や

す

い
服

装

で

圃

電

話

で

常

盤

平

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

・
隋

木
ａ

削

・
5
2
2
5

へ

相談名 日　時 会場 内容（袒当課）

女|生の た め の

健 康 相 談 （予

約 制 ）

12/4W 午 前9 時

30 分 ～10 時30

分 ・9 團 ・17 圉

午 後1 時 ～2 時 松

戸

保

健

所

女 医 に よる 女 性 の 心

身 の 健 康 に 圉 す る 相

談 （地 域 指 導 課 ）

エ イ ズ に 関 す

る 相 談 ・エ イ

ズ 抗 体 検 査

12/2C 火卜16 ㈹

午 後IE殕30 分 ～

2 時30 分

匿 名 に て 相 談 ・ 血 液

検 査 。 希 望 者 に は 梅

毒 ・ ク ラ ミ ジ ア の 抗

体 検 査 を 追 加( 疾 病

対 策 課)
夜 間 エ イ ズ 抗

体 検 査

12/24 團 午 後 ら

時30 分 ～ﾜ 時30

分

※掲載以外の相談についてはホームページをご覧く ださい。

URLhttp:// ｗｗｗ.pref.chiba.jp/hokenjo/matsudo/

※
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て

い
ま
す

の
で
、
公

共
交
通
機
関
を

ご
利
用

く

だ

さ

い
。
夜
間
は
駐
車
場

が
閉
鎖
さ

れ
て

い
ま
す

。

圖
松
戸
保

健
所

登
3
6
1
・
2
1
2
1

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防
接
種

ポ
リ

オ
予

防
接

種

を

左

表

の

と

お
り

実

施

し

ま

す

。
生

後

三

ヵ

月
以

上
七

歳

六

ヵ

月

未

満

で
、

二

回

飲

み

終

わ

っ
て

お

ら

ず

、

転
入

・
紛

失

等

で

予

診
票

の

な

い
人

は

、

直
接

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

・
各

支
所

の
市

民

健

康

相

談
室

で

ポ リオ予 防接種日程 表

申

し
込

む

か
、

ま

た

は
（

ガ
キ

記

入

要

領

を
参

照

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
7
2

松

戸
市

竹

ケ
花

七

四

の

三
　

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
内

保

健

福

祉

課
予

防

衛

生

係

（

昔
3
6
6・
7
4
8
4

ダ

ヘ

（
後
日

郵

送

）
。

会　場 日　時 受
付

時間

午
裨

蒔50

分
～
２
時
迅
分

（舌

氛

が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
で
す
）

中央 保健福 祉セン ター

11/27休）2/26困

12/ 5廊 3/10㈲

12/17㈲ 3/17㈲
東 部市 民 セン ター 12/ 1㈹ 3/ 1側

常盤平保健福祉センター
11  /25(A) 2/24㈹

12715(H)3/15(H)
常 盤平 市民 セ ンタ ー 12/ 2㈹ 3/ 5銜
古 ヶ崎 市民 セ ンタ ー 12/10困 3/ 2㈹
稔 台市 民 セン ター 12/11困 3/11W
小 金原 市民 セ ンタ ー 12/ 3㈲ 3/ 3㈲

新 松戸 市民 セ ンタ ー
11/28R 2/27㈲
12/ 8( 月) 3/12R

小金 保健 福祉セ ンター
11/2604 2/25㈲

12/16固 3/16W
馬 橋市 民 セン ター 12/ 4休）3/ 4 沐）

六実 市民 センタ ー別 館 12/ 9㈹ 3/ 9㈹
二十世紀が丘市民センター 12/12 窗 3/ 8 ㈲）

※
生

後
三

ヵ
月
に
な

ら
な

い
と
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

ハ

ガ

キ
記
入

詈

穎
（
う
ら

）

ポリオ予防接種申し 込み
・初めてまたは匸)回

・今まで受けた日付
・郵便番号・住所
・保護者氏名

・子どもの氏名
・子どもの生年月日

・電話番号

［

］
介

護

予

防

教

室

「

い

ざ

と

い

う

時

役

立

つ

正

し

い

応

急

処

置

」

1
2月
1
0
日

水
午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会

場

人

倉

記

念

病

院
　

講

師
小

金

消

防

署

予

防

担

当

室

職

員
　

対

象

六

十

五

歳

以

上

の

大

と

家

族
　

費
用

無
料

※
動

き

や

す

い
服

装

で

圉
1
2
月

８

日

非

ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

小

金

地

区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

１

登
3
4
1・
6
7
1
1

副
3
0
9・
3

0
1
0

へ

「

」
愛

の

献

血

①

松
戸

婦

人

団

体

連

絡

会

1
2月

５
日

次
午

前
1
0
時
～

Ｈ

時
4
5
分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

而
‥友

常

盤

平

店

前

②

稔

台

連

合

町

会

1
2月

６
日

出

午

前

９

時
3
0
分

～

Ｈ

時

4
5分

、
午

後

１

時

～

４

時

会

場

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

圜

①

②

と

も

保

健

福

祉

謀
a
3
6
6・
７

４

［

］
思

春

期

保

健

セ

ミ

ナ

ー

①

１

月
2
0
日

㈹

②
2
6
日

側
各

午

前
!
0

時

土

止

午

会

場

①

常

盤

平

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

②

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

容

思

春

期

の

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

が
揺

れ
動

く

時

期

の
対

応

に

つ

い
て
　

講

師

つ

く

ば
国

際

短

期

大

学

講

師

・
和

田

由

香

氏
　

対

象

思

春

期

の
子

ど

も

を

持

つ

親

定

員

各

先

着

八

十

人

費

用

無

料

糸
託

児

あ

り

（
二

歳

以

上

、

先

着

十

五

人

）

※

手

話

通

訳

を

希

望

の
人

は

ご
連

絡

く

だ

さ

い
。
（
常
盤

平

保
健

福

祉

セ

ン

タ

ー

隰

崩

・
5
2
2
3

）

圃

電

話
で

希

望
会

場
（
常

盤

平
保

健

福

祉

セ

ン

タ
１

音
3
8
4・
１

３

３

３

、
中

央

保

健

福
祉

セ
ン

タ
ー

公
3
6
6・
7
4
8
9

）
へ

子育て中に出会う 身近な育 児の悩み等をテーマにし た講座で す。

講座名 期　日 時間 場　所 申し込み先

手 遊 び ・歌 で

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

12/ 4 困
午前

捏

六 実 市 民 セ

ン タ ー

CMS 子 育 て 支 援 セ

ン タ ーS394 ―55

90

子 育 て に お け

る 母 の 役 割 、

父 の 役 割
12/12c

吁～

ド

時

矢 切 公 民 館

チ ェ リ ツ シ ユ ・ サ

ポ ー ト ・ シ ス テ ム

a308 ―5880

イ ヤ イ ヤ と の

お つ き あ い
12/18 ㈲ 30

分

新 松 戸 市 民

セ ン タ ー

す く すく さ ぱ － と

21S308-4ﾜ 巧

定員吝先着親子20組程度　費用無料

12 月１日㈱ は国民偐康保険料｢6 期1 の納期限です

健
　
康

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

【
】
松

戸

保

健

所

各

種

相

談
（
無

料

）

子育てミニ講座



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期　　間 内　　　容
12/2( 勁～27( 士)午 後

1時15 分 ・3 時15 分

か ら( 土 ・ 日 曜 日 、

祝 日は 午 前11 時 か ら

も) 上 映

ハ イ ビ ジ ョ ン 映 像 「 日 本 の 旅　 小 京 都 ⑦ ～ 飯 田 ・松 本 ・飯 山 ・城 端

・ 金 沢 」《50 分 》

会 場 講 堂　 観 覧 無 料

※12/6(: 士）は 連 続 講 座 開 催 の た め 、午 後1 時15 分 か ら の 上 映 は 中 止 し

ま す 。

1/17( 土)・31 出 、2/14

圉 ・28 ㈹ 、3/13c 午

前10 時30 分～正 午

古 文 書 を 読 む 〈近 世 入 門 編 〉［全う回 〕

内 容 松 戸 に 関 わ る 江 戸 時 代 の 文 書 を 解 読 し な が ら 歴 史 を 学 ぶ　 講

師 当 館 学 芸 飩　 会 場 実 習 室　 定 員30 人 （抽 選 ）　 費 用 無 料

や初 め て の 受 講 者 を 優 先 し ま す 。

H1/9 ㈲ 〔必 着 〕 ま で に ］ 主復 ハ ガ 牛 に 住 所 ・氏 名 ・電 話 番 号 を 記

入 し て 、 千2ﾜO －2252 松 戸 市 子 駄堀6 ア　 市 立 博 物 館 「古 文 書 を 読

む 〈近 世 入 門 編 〉］ｲ系(S384 ―82ﾜ2 ） へ

1/20  W ・21 團 ・22

㈲ ・27 ㈲ 午 前10 時

～ 午 後3 時

体 験 教 室｢ 自 分 で 作 る 糸 と 布｣ 〔全2 回 〕

内 容 木 綿 か ら 糸 を 紡 ぎ 、そ の 糸 で 布 を 織る 。 1/20tt)= 勉 強 会( 事 前

学 習) 、1/21 冰)・22 床 ・27( 洵 の 希 望 日 ＝ 体 験 学 習　 講 師 当 館 学 芸 員

対 象1/20 の 勉 強 会 に 参 加 で きる 人　 会 場 プ レ イ ル ー ム　 定 員 吝4 人

(抽 選) 費 用 無 料

IB1/9 ㈲〔必 着 〕で 、往 復 ハ ガ 牛ご 住 所 ・ 氏 名 ・電 話 番 号 ・年 齢 ・希

望 日 汪/21 ・22 ・2ﾜ の い ず れ か) を 記 入 し て 、〒270 －2252 松 戸 市

千 駄 堀6ﾜ1　 市 立 博 物 館｢ 自 分 で 作 る 糸 と 布] 係(0384-82ﾜ2) へ

シ ル ク ロ ー ド ・ コ レ ク シ ョ ン 公 開 資 料 … 浮 彫「 役人 」・「供 養 者 像 」（パ キ ス タ ン 出 土 ）

江 戸 時 代 旅 装 束 試 着 体 験 … 毎 月 第1 日 曜 日午 後1 時 で 時 ・3 時 ソ 時 か ら 各 回 男 女 各1 人

圃電 話 で 市 立 博 物 館 試 着 体 験 係 公38 ∠1－82ﾜ2 へ

休 館 日 … 月 曜 日 （ 祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ＞ 毎 月 第 ∠L金 曜 日 ・年 末 年 始(12/28 ～

1/∠L）　 開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時（入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ）　 常 設 展 観 覧 料 …

一 般300 円(240 円 ）、高 ・大 学 生 猖O 円 （100 円 ）／ 」し 中 学 生100 円（60 円 八 （　　 ）内

は 団 体 料 金/20 人 以 上 〕

※毎 週 土 曜 日 は 小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

ガ イ ド ツ ア ー（常 設 展 示 解 説）･‥毎 日 午 前10 時 ・ 午 後2 時 か ら30 分 間 （参 加 者 は 観 覧 料 が

必 要 で す）

※ 来 館 徼 専 用 の 鮮ま 場 は あ り ま せ ん 。21 世 紀 の 森 と 広 場 の 有 料 廁=車 場 を ご 利 用 ＜ ださ い 。

O368-0070

期　日 内　　容（★は有料） 熈演時周 問い合わせ先

12/ 6圉 川の歌コンサート 13:30 武本　　　　　　B342-05ﾜ4

7(日)
南極の記録映画の会 13:30

剛 新 松 戸 郷 土 資 料 館

登 斜4 － m09

健康カラオケコンテスト 18:00 富永　　　　　　S3 劃 一3623

9叫 ピ ア ノコ ン サ ート　　　　　　　　　 ★ 19:00
松 戸 ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 楽し む 会

昔36 ワー0939

12 圃 ア ル ハ ン ブ ラ の 想 い 出 を ひ く 会 14:00 きしきギター教室登363-5439

13比 吟と舞の会 m:30
松 戸 剣 詩 舞 連 合 会

登3 ∠E4－ 弓引 ０

14(日)DAVID MOSS　 ピ ア ノ コ ン サ ー ト　 ★ 19:00 ダビッド・モス　公364-6233

27出 劇 団 天 童 「 愛 地 球 家 族VO 匸3 」　　 ★
糒:30
1ﾜ:30

劇団天童　　　　ZS330-8ﾜ16

休館日…月曜日（祝日の場合は開館レ 翌日休館）
※駐車場はありません。

21 世紀の森と広場パークセンター O345-8900

行　事　名 日　時 講　師　等 定 員 ／ 費 用

講

習

会

み ど り の 講 習 会　 ク リ ス マ

ス の キ ャ ン ド ル ア レ ン ジ

12/13 け)午 後1 ㈲

30 分 ～3 時30 分

県 立 流 山 高 校 教 諭 ・植

村 泉 氏 、他1 人

先 着20 人( 要予

約)/2,000 円

森 の クラ フ ト 教室　 竹 とわ ら

で作 るお正 月ア レ ンジ メ ント

12/14  (日)午 後1 眄

30 分 ～3 時30 分

ネ イ チ ャ ー ク ラフ ト デ

ザ イ ナ ー ・山 中 琴 江 氏

先 着25 人( 要予

約匸/ 無 料

観
哭
＝

バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 〔雨 天

中 止 〕

12/20 圉 午 前 句

時 ～11 時30 分

自 然 解 説 員 ・ 今 村 裕 之

氏

当 日 先 着25 人

／ 無 料

相

談

毎 週 水 ・土 ・ 日 曜 日 と 祝 日 の 午 前10 眄 ～ 正 午 と 午 後1 時 ～3 時30 分 、 み ど り の 相 談 員

に よ る 花 や 緑 に 圉 す る 相 談 を 行 っ て い ま す（電 話 で も 受 け 付 け ま す ）。

休 館 日 … 月 曜 日（祝 日 の 場 合 は 開 館 し､ 翌 日 休 館 ） 開 館 時 間 … 午 前9 時 ～ 午 後4 時

※ バ ー ベ 牛 ユー の 申 し 込 み は ア ウ ト ド ア セ ン タ ー 昔385- 猖 巧 ま た はB384-2234 へ

松戸駅市民ギャラリー・戸定歴史館の催し物は6面をご覧ください

人口と世帯（11 月1日現在）

人 口　473,067 人　　 〔十　339 〕

男　237,619 人　　 〔十　186 〕

女　235,448 人　　 〔＋　153 〕

世帯　192,215 世帯　 〔十　350 〕

口

内
は
前
月
比

※平成12 年度国勢調査の確定値を基準とし て

集計し た常住人口で す。

松戸市の市外局番は047 です

0384-5050

期　日 内　　容（★は有料） 阨演時間 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

12/ 4 ㈹ し まじ ろ う の ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト ★
13:30

拓:50

㈱ ベ ネ ッ セ コ ー ポ レ ーシ ョ ン

容00｢ｱ0-800-55 一 印03

6圉
秋 山 和 慶 ＆ 中 村 紘 子 ＆東 京 交 響 楽 団 松

戸 公 演　　　　　　　　　　　　　 ★
1?:00

森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ

ー　　　　　　a384 ―3331

7糾
ポ ール ・モ ー リ ア　 グ ラ ン ド ・ オ ー ケ

ス ト ラ　JAPAN TOUR 2003　　　 ★ 拓:00
ケ イ ・ ポ イ ン ト

S048-881-2200

9㈹
マ ル テ ィ ン ・ポ ル テ ィ ー ジ ョ と ア メ リ

カ ン タ　　　　　　　　　　　　　 ★
18:30

ＭＩＮ － ＯＮチ ケ ッ ト セ ン タ ー

Q03-3226-9999

10因
錦 織健 に よ る 事 前 講 演 会2/15 の 公 演

チ ケ ッ ト 購 入 者 を 無 料 招待
19:00

森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ

ー　　　　　　0384 ―3331

12窗 島 津 亜 矢 コ ン サ ー ト　　　　　　　 ★
纐:30
把:30

㈱ ア イエ ム オープ ロ モ ーシ ョ ン

25048 ―645 ―6520

14斜 第 巧 回松 戸市 民 コン サ ート 第九演 奏 会 ★ 糒 二00 松 戸 市 音 楽 協 会 登383-0111

20(土)イ ル カ　 ×'mas 凵ve　　　　　　　 ★ 18:00 RO-ON　　　S365-9911

2柚）綫 戸 智 絵 コ ン サ ー ト　　　　 ★( 完 売) 回:00
森 の ホ ー ル 固 チ ケ ッ ト セ ン タ

ー　　　　　　0384-3331

23扮 鶴 岡雅 義と 東 京ロ マン チ カ／ 三 傑正人 ★ 14:30 RO-ON　　　 登365-9911

27出 レ ニン グ ラ ード 国 立バレ エ　 白 鳥 の湖 ★ 16:00
森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ

ー　　　　　　25384-3331

小

ホ

ー

ル

12/ 5 倒 マ リ オネッ ト　 ラ イブ コン サ ート2003 ★ 19:00 RO-ON　　　Q365-9911

13圉 フ ァミ リ ー の た め の 名 曲ヨコン サ ー ト ★ 14:00
松 戸 ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 楽し む 会

昔36 ワー0939

14斜 常 盤平 学 園 音 楽 教 室 第29 回 発 表 会 1∠↓:30
常 盤 平 学 園 音 楽 教 室

S388-ﾜ6ﾜ4

17㈲ ダ ン ス 発 表 会15 周 年 フ ェ ス テ ィ バ ル ★ 19:00
DANCING SCUBA TELEVISION

O346-0044

19圃
ケ ロ ポ ン ズ ク リ ス マ ス フ アミ リ ー コン

サ ート　　　　　　　　　　　　 ★
18:00

NPO 法 人 松 戸 子 ど も 劇 場 ’

S386-9154

21斜 ク リ ス マ ス バ レ エ コン サ ー トVO 匚.3 貨:00
ク ラ シ ッ ク バレ エ コ ッ ペ リ ア

S04- ワ155-15 ∠EO

23蝎 ピ ア ノ 発 表 会 13:00 林原　　　　　0348-0ﾜ24

27圉 Show  time!That's so  hawks　　　 ★ 1ﾜ:00
エ ス ・ティ ー・エ フ　 イン テグレ

ーシ ョンfi03 ―546 ワー8918

広 報 ま つ ど10 月25 日 号 に 掲 載 の ］1 月30 日 付 森 の ホ ー ル21 「 松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ

ー定 期 演 奏 会 」 は 、開 演 時 間13:30　 入 場 料500 円 （全 席 自 由 ） で す 。

昌 松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ ー 登38 ワー2ﾜ89

休 館 日 … 月 曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）

※ 公 演 に よ っ て は 駐 車 場 は 大 変 混 雑 し ま す 。電 車 ・ バ ス を ご 利 用 ＜ だ さ い 。

文化ホールギャラリー
会　期 内　　容 問い合わせ先

12/ 2 ㈹ ～7( 日)第膕回日藝窖道展 日 藝 書 道 連 盟 一犬 角　　　a368- フツ1

12/ 3 ㈲ ～7 臼 第2ﾜ回朴山会書展 朴 山 会 ・山 中　　　　　　 昔3 ∠囗 －90 剥

12/ 9( 火)～14( 日)
海 月( く ら げ) 第16 回URP 松 戸

支 部 写 真 展

日 本 リ ア リ ズ ム 写 真 集 団 松 戸 支 部 ・神 山

Q360-3204

12/ 9 ㈲ ～14 詰 写 撮 ’98 まつ ど 第4 回 写 真 展 写 撮 ’98ま つ ど ・坂 内　　B391-304ﾜ

12/16W ～21 紐 絵 画 サ ー ク ル ・ラ デ ィ カ ル 展 絵画サーク ル・ラディカ ル・折茂;H363 ―0548

12/16W ～21( 日)第20 回 金 膤 デ ッ サ ン 会 作 品 展 金 曜 デ ッ サ ン 会 ・井 代　　a345 ―2811

開 館 時 間 … 午 前 ｍ 時 ～ 午 後6 時　 休 館 日 … 月曜 日 ・年 末 年 始(12/28 ～1/4 ）

S368-1237

期　日 内　　容 頤 順 問い合わせ先

12/ 6 出
松戸 市 制 施 行60 周年 記 念　 第 巧 回 お は な し

フ ェ ス テ ィ バ ル2003
12:00 市立図書館　a365 ―引 拓

14(日)万作踊りおさらい会 10 二00 万 作 踊り 保 存 会a364 ―〇旧0

20出
松戸 市 制 施 行60 周年 記 念　 増 田 明 美 の お し

ゃ べ り 散 歩 道 ＆ 清 流 コ ン サ ー ト 仰:00
河 川 清 流 課 清 流 ル ネ ッ サ ン ス

担 当 室　　　　S366 一1152

休館 日 … 月 曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ） ・年 末 年 始(12/29 ～1/3)

※ 駐 車 場 は あ り ま せ ん 。

お気軽にご相談＜ださい １２月の相談あんない

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 躅

市政･ 一般民事

月～金曜日
午前8時30分～午後5時

市民相談課

市

民
相
談

課

昔
366
・
７

３
１
９

※

一

般

民

事

相

談
＝

金

銭

・
身

の

上
・

相

続

・
離

婚

等

家

庭

問

題
の

相

談

交通事故 午前9時～午後5時

法 律相 談

(予約 制)

月･火･ 木曜日 午後1 時 ～5 時

市

役
所

相

談

コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1 時 ～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4 月曜 日 午後1 時 ～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時 ～5 時

外国人相談 第2･ 第4火曜日 午前9時～正午

住宅リフォーム 第3水曜日 午 前10 時 ～午後4 時 住宅 課

Q366 ―

7366

マンション管理

相談( 予約制) 第1水曜日 午前9時～正午

労働相談 第1･第3月曜日 午後1 時 ～5 時
商工 観 光

課労 政 係

Q366 ―

7327
※内職相談は東葛飾支庁商工労政課(S361  -4089) で行っていますo

子育て相談 月～金曜日
午 前8 時30 分 ～

午 後5 時

す く す くさ ぽ － と21

Q367-4646

ＣＭＳ子 育 て支 援 セン

ター　S394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムQ308-5880

家 庭児童相談 月～金曜日 午 前9 時～ 午 後5 時 児童福祉課内

公366-7347母 子婦人相談 月～金曜日 午 前9 時～ 午 後5 時

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃

就学相談(予約制)

月～金曜日 午前8時30分～
午後5時

教育研究所( 予約専用)

0366-7600教育相談(予約制)

青 少 年 相 談

(電 話)
月～金曜日

午 前8 時30 分 ～

午 後4 時30 分
こども課

Q363-7867

青 少 年 相談

(来所)〔予 約制 〕
午 前8 時30 分 ～

午 後5 時

こども課

Q366-7464

人権相談

第1 ～第4 金曜 日

午 前10 時 ～

午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ 千
葉

地
方

法

務

局
松

戸
支

局

市

民
相
談

課

公
366

７
３
１
９

1(月) 馬橋支所

2火 六実支所

2火 小 金支所

3冰） 常盤平支所

3冰） 釧炉 頡ｾﾝﾀｰ

4困 小金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S  363-6278) でも行っていますo

心 配 ご と 相談 毎 週 火・木 曜 日
午 前10 時 ～

午後3 時
社会福祉協議会

Q365-4713

高年齢者無料職業

紹介所(65歳以上)
月～金曜日

午前9 時～午 後5 時

征 午~午後塒 を除く）

社会福祉協議会

Q365 一4712

ゆう ま つど

こ こ ろ の 相談

(予 約制)

第1 ～ 第4 月曜 日 午前10 時 ～

午 後4 時
女性センター

(相談室直通)

Q363-0505

第2 ～ 第4 木曜 日

第1木曜日 午後2時～8時

消 費 生 活 相談 月～金曜日
午前8 時30 分 ～

午 後4 時

消 費生 活 セ ン タ ー

S365-6565

高年齢者職業相談
月～ 金 曜 日( 第3

木 曜日 を除 Ｏ
午前9 時～午 後5 時

高年齢 者職業 相談室

S368-5656

◆テレホン案内サービス　Q366-0010

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当
直医､ 夜間急病診療所､ 休日水曜日夜間歯

科診療所等)を案内]

平日 午後4 時30分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所S365-3430

衛生会館内　午後８時～川時

博物館（21世紀の森と広場内） Q384-8181 森のホール21

市民劇場

S367-781Q｡

市民会館

衛
生
会
館
所
在
・：

竹
ヶ
花
四
五
の
五
三

救急医療体制


